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真
宗
高
田
派
寺
院
の

越
前
に
お
け
る
盛
衰松

　
原
　
信
　
之

　

第
一
節　

高
田
派
の
越
前
に
お
け
る
盛
衰

　

一
．
高
田
派
の
成
立
と
十
世
真
慧
の
越
前
教
化

　

承
元
元
年
（
一
二
〇
七
）
興
福
寺
の
告
発
に
よ
り

専
修
念
仏
が
弾
圧
さ
れ
た
親
鸞
は
、
藤
井
善
信
と
俗

名
に
替
え
ら
れ
て
越
後
国
府
へ
流
罪
と
な
る
が
、
赦

免
後
、
建
保
二
年
（
一
二
一
四
）
春
頃
、
常
陸
国
稲

田
に
止
住
し
て
「
教
行
信
証
」
を
著
述
し
た
。
親
鸞

は
弟
子
を
一
人
も
持
た
ず
、
念
仏
の
信
者
を
同
朋
・

同
行
と
呼
ん
だ
が
、
親
鸞
の
二
十
年
間
に
わ
た
る
東

国
止
住
に
よ
っ
て
、
太
子
堂
や
如
来
堂
を
中
心
に
親

鸞
の
小
教
団
が
各
地
に
形
成
さ
れ
、
浄
土
真
宗
の
発

祥
の
地
こ
そ
関
東
で
あ
っ
た
。
親
鸞
の
直
弟
の
中
で

代
表
的
な
門
弟
は
下
野
国
高
田
の
真
仏
で
、
そ
の
弟

子
、
顕
智
・
専
空
と
法
脈
を
重
ね
る
な
か
で
、
如
来

堂
を
中
心
に
「
高
田
阿
弥
陀
寺
」（
口
伝
鈔
）
と
称
し
、

や
が
て
専
修
寺
の
寺
号
を
称
し
て
高
田
専
修
寺
教
団

に
発
展
し
て
い
っ
た
。

　

高
田
派
の
教
線
は
東
国
か
ら
東
海
地
方
に
進
み
、

特
に
三
河
に
は
早
く
か
ら
教
団
が
樹
立
さ
れ
て
い
た

が
越
前
へ
の
布
教
は
こ
こ
が
拠
点
と
な
っ
た
ら
し

い
。
す
な
は
ち
、貞
治
三
年（
一
三
六
四
）成
立
の「
三

河
念
仏
相
承
日
記（

１
）」
に
は
高
田
へ
参
詣
す
る
人
々
の

中
に
「
佐
塚
ノ
専
性　

越
前
オ
ホ
ノ
専
光
寺
」
が
見

え
、
越
前
へ
の
最
初
の
布
教
の
地
と
な
っ
た
。「
オ

ホ
ノ
専
光
寺
」
は
親
鸞
の
弟
子
下
野
国
の
高
田
門
徒

の
真
仏
の
弟
子
専
海
の
さ
ら
に
弟
子
の
遠
江
国
佐

塚
（
狭
束
）
の
専
性
の
創
建
と
伝
え
る
か
ら
、
三
河

か
ら
美
濃
を
経
て
越
前
穴
馬
谷
か
ら
大
野
盆
地
へ
布

教
の
拠
点
が
移
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
中
野

専
照
寺
蔵
の
「
八
高
祖
像
」
は
、
善
導
―
源
空
―
親

鸞
―
真
仏
―
専
海
―
円
善
―
如
道
―
道
性
と
次
第
す

る
が
、
三
河
か
ら
こ
の
よ
う
に
開
拓
さ
れ
た
路
線
に

沿
っ
て
越
前
に
入
っ
た
高
田
派
の
円
善
は
、
大
野
か

ら
足
羽
川
に
下
り
和
田
に
本
覚
寺
を
開
創
し
、
さ
ら

に
如
道
（
如
導
と
も
）
は
足
羽
郡
大
町
に
専
修
寺
を

開
い
た
。こ
の
親
鸞
の
念
仏
思
想
が
諸
派
に
分
か
れ
、

三
門
徒
派
の
中
野
専
照
寺
が
創
立
さ
れ
る
と
、
大
野

専
光
寺
は
友
江
村
に
中
野
専
照
寺
末
の
専
光
寺
を
分

立
さ
せ
、
本
願
寺
派
も
三
代
覚
如
の
教
化
に
よ
り
最

勝
寺
三
世
専
証
は
覚
如
よ
り
本
尊
を
拝
領
し
て
田
野

に
最
勝
寺（

２
）を
分
立
し
た
と
伝
え
る
。
高
田
系
も
三
世

顕
智
が
越
前
を
教
化
し
た
と
伝
え
ら
れ
大
野
専
光
寺

は
後
に
専
西
寺
と
改
称
し
て
大
野
地
方
に
高
田
派
の

勢
力
を
扶
植
し
た
。

　

高
田
専
修
寺
は
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
五
月
、

九
世
定
顕
が
死
寂
す
る
と
、
十
世
真
慧
は
直
ち
に
寺

基
を
下
野
国
か
ら
伊
勢
の
一
身
田
に
移
し
た
。
そ
し

て
、
翌
寛
正
六
年
の
「
比
叡
山
延
暦
寺
三
塔
役
者
達

交
名（

３
）」
に
よ
れ
ば
、
当
時
専
修
寺
は
延
暦
寺
の
末
寺

と
し
て
東
塔
雑
掌
に
越
前
風
尾
勝
鬘
寺
、
西
塔
雑
掌

に
越
前
新
郷
専
光
寺
、
横
河
雑
掌
に
伊
勢
三
日
市

如
来
寺
が
担
当
し
て
い
る
。
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）

に
は
、
朝
廷
よ
り
専
修
寺
門
流
の
安
堵
を
得
、
翌
年

に
は
祈
願
所
と
な
っ
た（

４
）。

ま
た
、畿
内
布
教
や
朝
廷
・

幕
府
と
の
交
渉
の
根
拠
地
と
し
て
近
江
国
坂
本
に
妙

林
院
を
経
営
す
る
が
、
年
月
日
未
詳
の
「
坂
本
妙
林

院
番
帳
写（

５
）」

は
こ
の
真
慧
時
代
の
後
期
に
成
立
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
文
明
三
年
本
願
寺
八
世
蓮
如
が

吉
崎
を
中
心
に
北
陸
一
帯
に
教
化
を
展
開
す
る
と
、

こ
れ
に
対
抗
し
て
真
慧
も
本
格
的
に
越
前
布
教
に
乗

り
出
し
越
前
各
所
に
高
田
派
寺
院
を
確
保
し
た
。
折
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立
称
名
寺
に
は
こ
の
時
布
教
に
来
越
し
た
真
慧
の
書

状
が
伝
来
す
る（

６
）。

　

ニ
．
真
智
の
継
職
と
応
真
派
と
の
対
立

　

長
享
元
年
（
一
四
八
七
）
加
賀
国
守
護
の
富
樫
政

親
が
一
揆
蜂
起
に
よ
っ
て
戦
死
す
る
と
、
そ
の
妻
が

一
子
を
連
れ
て
真
慧
の
も
と
に
逃
れ
て
真
慧
の
内
室

と
な
り
、
そ
の
連
れ
子
が
後
の
応
真
と
な
っ
た（

７
）。
明

応
五
年
（
一
四
九
六
）
二
月
、
真
慧
は
「
阿
児
丸
（
応

真
か
）
并
諸
末
寺
中
」
宛
に
専
修
寺
の
譲
状
を
下
付

し
て
い
る
が（

８
）、
応
真
は
僧
籍
を
好
ま
な
か
っ
た
の

で（
９
）、
永
正
八
年
（
一
五
一
一
）
六
月
十
六
日
、
後
柏

原
天
皇
の
猶
子
常
盤
井
の
宮
真
智
（
宮
上
人
と
称
さ

れ
た
）
を
付
弟
と
し
、
翌
九
年
十
月
に
真
慧
が
死
寂

す
る
と
同
九
年
十
一
月
に
真
智
へ
高
田
専
修
寺
住
持

職
を
安
堵
す
る
後
柏
原
天
皇
の
綸
旨（

（（
（

が
下
さ
れ
真
智

は
一
身
田
に
入
寺
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
真
慧
の
後
継

者
を
宣
言
し
て
伊
勢
国
の
小
坊
主
中
に
擁
立
さ
れ
た

応
真
に
も
同
十
年
二
月
に
高
田
専
修
寺
住
持
職
の
後

柏
原
天
皇
の
綸
旨
が
下
付
さ
れ
た
た
め（

（（
（

、
真
智
は
直

ち
に
同
十
年
五
月
に
応
真
へ
の
綸
旨
を
棄
破
す
る
綸

旨（
（（
（

を
得
て
、
同
十
年
十
二
月
に
は
改
め
て
高
田
専
修

寺
住
持
職
を
安
堵
す
る
後
柏
原
天
皇
の
綸
旨（

（（
（

が
再
下

付
さ
れ
紫
衣
の
勅
許
も
得
て
い
る
。
同
十
年
十
月
に

は
下
野
国
大
内
庄
高
田
専
修
寺
も
当
地
の
国
人
塩
谷

（
宇
都
宮
）
孝
綱
・
小
田
政
治
か
ら
真
智
に
安
堵
さ

れ（
（（
（

、
同
十
五
年
に
は
六
か
条
の
法
度
を
制
定
し
て
末

寺
に
連
署
誓
約（

（（
（

さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
応
真
も
坂

本
妙
林
院
に
隠
棲
し
な
が
ら
朝
廷
か
ら
同
十
一
年
三

月
に
「
法
眼
」
位
に（

（（
（

、
同
十
三
年
十
一
月
に
は
「
権

少
僧
都（

（（
（

」
の
位
階
を
獲
得
し
て
さ
ら
に
宗
務
に
関
与

す
る
と
、
幕
府
も
応
真
に
高
田
専
修
寺
住
持
職
を
安

堵
し
て
、
下
野
国
専
修
寺
雑
掌
や
下
野
国
の
宇
都
宮

忠
綱
・
越
前
国
朝
倉
孝
景
に
対
し
て
も
違
乱
を
停
止

さ
せ
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
よ
う
な
朝
廷
か
ら
の
綸
旨
や
位

階
の
乱
発
は
当
時
の
朝
廷
に
お
け
る
経
済
的
な
疲
弊

の
補
填
が
背
景
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
両
派
の
対
立
は
そ
の
後
も
止
ま
ず
、

こ
れ
が
高
田
派
寺
院
の
衰
亡
に
一
層
の
拍
車
が
か

か
っ
た
。
大
永
二
年
（
一
五
二
二
）、
真
智
が
応
真
を

付
弟
と
す
る
約
を
交
わ
し
て
、
一
旦
は
両
者
の
和
談

が
成
立
し
た（

（（
（

。
大
永
二
年
か
ら
同
五
年
に
か
け
て
門

下
の
各
寺
は
単
名
ま
た
は
各
グ
ル
―
プ
ご
と
に
和
談

を
承
知
し
て
専
修
寺
の
雑
掌
の
但
馬
殿
・
尊
乗
坊
宛

に
連
署
請
文
し
た
が（

（（
（

、
真
智
は
越
前
の
大
野
中
夾
の

専
西
寺
・
風
尾
の
勝
鬘
寺
・
松
木
の
専
光
寺
・
兵
庫

の
西
光
寺
の
四
か
寺
と
三
河
の
明
眼
寺
・
満
性
寺
な

ど
大
坊
主
に
擁
立
さ
れ
、
応
真
は
伊
勢
の
小
坊
主
に

支
え
ら
れ
て
、
真
智
派
と
応
真
派
の
二
派
の
対
立
は

そ
の
後
も
再
燃
し
た
。
大
永
六
年
九
月
三
日
付
「
延

暦
寺
東
塔
院
東
谷
彼
岸
所
衆
譲
状（

（（
（

」
に
よ
れ
ば
、
当

時
、
高
田
専
修
寺
は
延
暦
寺
東
塔
院
の
末
寺
、
本
願

寺
は
西
塔
院
の
末
寺
と
さ
れ
、
本
願
寺
は
繁
盛
し
て

い
る
の
に
専
修
寺
が
衰
微
し
て
い
る
の
は
、
当
住
持

応
真
が
「
依
為
無
器
量
也
、
是
故
於
都
鄙
之
間
毎
々

失
面
目
招
人
嘲
」
と
し
て
応
真
を
厳
し
く
非
難
し
て

お
り
、
宮
上
人
真
智
の
優
位
は
不
変
で
あ
っ
た
。
天

文
六
年
（
一
五
三
九
）
五
月
、
応
真
が
死
寂
す
る
と
、

幕
府
は
同
八
年
六
月
・
同
十
二
年
三
月
の
両
度
に
わ

た
っ
て
伊
勢
一
身
田
内
無
量
寺
（
専
修
寺
）
住
持
職

は
真
智
に
安
堵
さ
れ（

（（
（

、
伊
勢
に
入
国
し
た
真
智
も
当

地
の
豪
族
長
野
稙
藤
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
た（

（（
（

。

　

し
か
し
、
応
真
の
子
尭
慧
も
そ
の
跡
を
継
職
す
る

と
、
尭
慧
を
支
持
す
る
伊
勢
坊
主
達
に
よ
り
真
智
は

無
量
寺
に
は
入
寺
で
き
ず
一
身
田
近
郊
の
大
別
保
に

移
り
、
天
文
末
年
頃
か
、
三
河
国
か
ら
越
前
へ
居
を

転
じ
て（

（（
（

、
兵
庫
西
光
寺
西
林
坊
の
案
内
で
西
光
寺
に

寄
遇
し
た（

（（
（

。
真
慧
上
人
よ
り
西
林
坊
智
照
に
授
け
ら

れ
た
「
浄
土
真
宗
三
国
伝
来
系
図
」
は
、
永
正
七
年
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二
月
廿
八
日
に
真
智
上
人
へ
伝
来
さ
れ
、
大
味
法
雲

寺
に
襲
蔵
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
西
林
坊
は
両
上
人
か

ら
も
厚
く
信
頼
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
越

前
に
移
っ
た
真
智
は
朝
倉
孝
景
（
宗
淳
）
か
ら
も
保

護
を
受
け（

（（
（

、
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
七
月
に
は
兵

庫
郷
の
名
主
国
永
吉
勝
か
ら
郷
内
の
成
清
名
・
光
貞

名
内
の
田
地
が
真
智
に
寄
進
さ
れ（

（（
（

、朝
倉
義
景
も「
於

当
国
一
寺
有
御
建
立
度
之
由
候
間
、
屋
敷
一
所
令
寄

進
」（

（（
（

め
る
と
、
真
智
は
坂
井
郡
北
部
の
熊
坂
に
越
前

専
修
寺
を
建
立
し
て
、
加
賀
一
向
一
揆
に
対
す
る
楯

と
も
な
っ
た
。

　

三
．
朝
倉
訴
訟

　

天
文
六
年
五
月　

応
真
の
跡
を
継
職
し
た
飛
鳥
井

雅
綱
の
三
子
尭
慧
は
、
将
軍
足
利
義
晴
の
猶
子
と
な

り
、
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
二
月
に
権
僧
都
に
任

官
し（

（（
（

、
六
月
に
は
幕
府
よ
り
高
田
専
修
寺
住
持
職
并

諸
末
寺
の
安
堵
を
保
証
さ
れ
る
と（

（（
（

、
こ
れ
を
契
機
に

八
月
、
近
江
国
六
角
氏
の
過
書
（
通
行
許
可
書
）
を

得
て（

（（
（

、
尭
慧
み
ず
か
ら
越
前
に
入
国
し
て
越
前
専
修

寺
末
寺
を
伊
勢
専
修
寺
末
寺
に
帰
参
せ
し
め
ん
こ
と

を
朝
倉
氏
へ
提
訴
し
た
。
こ
の
提
訴
を
担
当
し
た
朝

倉
方
の
役
人
は
一
乗
谷
奉
行
人
四
人
の
う
ち
前
波
景

定
と
小
泉
長
利
の
二
人
に
加
え
て
奏
者
の
岸
彦
兵
衛

吉
文
の
三
人
で
あ
っ
た
。
一
乗
谷
に
在
谷
し
て
伊
勢

方
の
実
務
に
当
た
っ
た
の
は
専
修
寺
雑
掌
の
治
慶
と

箕
手
（
後
に
赤
坂
へ
移
る
）
の
法
光
寺
で
あ
っ
た
。
本

寺
の
坊
官
に
報
告
し
た
永
禄
三
年
九
月
八
日
の
「
治

慶
書
状（

（（
（

」
に
よ
る
と
、
前
日
の
七
日
に
前
波
景
定
宅

に
三
人
が
寄
り
合
い
披
露
の
調
儀
に
つ
い
て
談
合

し
、
次
の
よ
う
な
正
式
な
申
状
（
訴
状（
（（
（

）
の
提
出
が

求
め
ら
れ
た
。

　
　

�

従
京
都
御（
朝
倉
義
景
）

屋
形
様
江
御
申
候
当
国
末
寺
之
事
、

先
祖
之
筋
を
違
不
参
仕
候
人
数
、

　
　

�

風（
丹
生
郡
）尾勝
慢
寺
・
新（
坂
井
郡
）郷之
専
光
寺
・
兵（
坂
井
郡
）

庫
之
西
光

寺
・
大（

大
野
郡
）

野
中
夾
専
西
寺
、
此
四
ケ
寺
令
不
参
候
、

然
者

恵
僧
正
此
方
在
国
之
儀
候
間
、
一
途
被

仰
付
候
様
御
披
露
所
仰
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　

九（
永
禄
三
年
カ
）

月
日　
　
　
　
　

高
田
専
修
寺
雑
掌

　
　
　
　

前
波
藤（

景
定
）右

衛
門
尉
殿

　
　
　
　

小
泉
藤（

長
利
）左

衛
門
尉
殿

　
　
　
　

岸
彦（

吉
文
）兵

衛
尉
殿

　

こ
の
提
訴
内
容
を
し
た
た
め
た
訴
状
に
従
っ
て
訴

訟
が
始
ま
っ
た
が
、
先
の
「
治
慶
書
状
」
に
も
「
京

儀
計
に
て
、
当
国
之
公
事
相
は
て
候
事
無
御
分
別
御

事
候
、
さ
様
候
者
な
か
ひ
き
可
申
御
事
候
を
、
何
と

お
ほ
し
め
し
候
哉
ら
ん
、
谷
之
様
御
存
知
な
き
と
申

事
候
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
京
都
で
の
訴
訟
と

は
異
な
り
越
前
一
乗
谷
で
の
訴
訟
は
実
に
面
倒
で
長

引
く
様
だ
と
述
べ
、
こ
の
実
態
を
知
ら
な
い
本
寺
で

の
安
易
な
考
え
に
対
し
て
強
い
不
満
を
示
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
当
国
で
の
慣
習
で
は
礼
銭
を
支
払
わ

な
け
れ
ば
公
事
は
長
引
く
た
め
と
称
し
て
、
越
前
国

四
か
寺
が
帰
参
す
れ
ば
五
百
疋
の
礼
銭
を
伊
勢
方
へ

支
払
う
と
の
誓
約
書
ま
で
前
波
景
定
に
渡
し
て
い

る（
（（
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
越
前
専
修
寺
末
寺
の
四
か
寺
方
は

託
美
左
京
亮
を
奏
者
に
立
て
て
公
事
に
対
抗
し
て
き

た（
（（
（

。
越
前
専
修
寺
は
天
台
宗
平
泉
寺
と
深
く
関
係
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
泉
寺
に
関
与
す
る
奏
者
の
託

美
を
奏
者
に
依
頼
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
十
月
廿
三
日

付
「
治
慶
書
状（

（（
（

」
に
よ
れ
ば
、
先
に
調
え
た
訴
状
を

十
八
日
の
夜
に
朝
倉
当
主
に
披
露
し
た
と
こ
ろ
、
彼

方
の
奏
者
の
託
美
方
が
並
び
出
て
申
す
に
は
、
越
前

専
修
寺
真
智
上
人
へ
も
当
年
八
月
七
日
に
綸
旨
奉
書

（
高
田
専
修
寺
住
持
職
）
が
下
付
さ
れ
た
と
の
由
、
要

す
る
に
伊
勢
・
越
前
両
専
修
寺
へ
同
時
に
綸
旨
奉
書

が
発
給
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。「
従
京
都
之
御
下
知

一
事
両
様
之
段
」
と
は
、
こ
の
珍
事
を
指
し
、
朝
倉
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真
宗
高
田
派
寺
院
の
越
前
に
お
け
る
盛
衰

殿
中
で
は
専
ら
の
取
沙
汰
と
な
っ
て
大
笑
い
に
な
っ

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
当
時
の
朝
廷
や
幕
府
は
金
品

の
献
上
い
か
ん
に
よ
っ
て
綸
旨
奉
書
が
乱
発
さ
れ
て

い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
た
め
伊
勢
方
の
治
慶

は
、
越
前
専
修
寺
真
智
上
人
へ
下
付
さ
れ
た
綸
旨
奉

書
を
無
効
と
す
る
棄
破
の
綸
旨
奉
書
を
再
度
取
得
す

る
よ
う
に
京
方
へ
働
き
か
け
て
ほ
し
い
と
述
べ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
の
中
で
朝
倉
方
に
お
け
る
公

事
訴
訟
は
一
頓
挫
し
、
越
前
に
下
向
し
て
い
た
伊
勢

専
修
寺
尭
慧
も
訴
訟
の
決
着
を
見
ず
し
て
、
そ
の
年

の
末
に
失
意
の
う
ち
に
上
洛
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
し

て
、
将
軍
足
利
義
輝
や
慶
寿
院
（
足
利
義
輝
母
）
ら

の
幕
府
を
動
か
し
て
朝
倉
方
へ
の
働
き
か
け
を
試
み

た
が
、結
果
は
有
利
に
は
展
開
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。

　

当
時
、
本
願
寺
派
の
加
賀
一
向
一
揆
と
厳
し
く
対

峙
し
て
い
た
朝
倉
方
に
し
て
み
れ
ば
、
朝
倉
方
を
支

持
し
協
力
し
て
い
た
反
本
願
寺
派
の
高
田
派
寺
院
は

越
前
派
で
あ
れ
伊
勢
派
で
あ
れ
同
様
で
あ
り
、
両
者

の
反
目
に
は
無
関
心
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
乗

谷
に
お
け
る
伊
勢
方
の
訴
訟
が
落
着
し
な
い
ま
ま
、

高
田
専
修
寺
住
持
職
は
永
禄
四
年
・
五
年
に
将
軍
足

利
義
輝
に
よ
り
再
び
真
智
に
安
堵
さ
れ
た（

（（
（

。

　

天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
朝
倉
義
景
が
滅
亡
し
、

一
旦
、
越
前
は
織
田
信
長
の
制
圧
下
に
入
る
が
、
翌

二
年
越
前
に
一
向
一
揆
が
蜂
起
す
る
と
信
長
の
越
前

再
攻
勢
が
始
ま
っ
た
。
翌
二
年
七
月
廿
日
、
高
田
専

修
寺
等
八
人
に
対
し
信
長
出
馬
の
際
に
は
忠
節
を
尽

く
す
よ
う
に
と
檄
を
発
し
て
い
る
が（

（（
（

、
専
修
寺
の
越

前
方
・
伊
勢
方
の
区
別
は
な
か
っ
た
。
翌
三
年
八
月

に
越
前
一
向
一
揆
を
平
定
す
る
と
、
前
年
の
織
田
信

長
の
朱
印
状
に
任
せ
て
高
田
専
修
寺
と
熊
坂
下
方
惣

中
に
対
し
門
徒
の
還
住
を
命
じ
禁
制
を
発
し
て
保
護

し
た（

（（
（

。
越
前
北
郡
を
預
け
ら
れ
た
柴
田
勝
家
も
信
長

の
朱
印
状
に
任
せ
て
こ
れ
を
保
護
し（

（（
（

、
同
四
年
三
月

に
は
高
田
門
家
と
し
て
「
熊
坂
・
篠
岡
・
田
中
・
横

川
・
簾
尾
・
女
谷
・
滝
村
・
宮
谷
・
柿
原
・
新
郷
・

権
現
堂
・
案
円（

（（
（

」
を
指
定
し
、
大
坂
本
願
寺
と
は
格

別
と
し
て
「
兵
具
嗜
御
忠
節
肝
要（

（（
（

」
と
一
向
一
揆
へ

の
対
抗
の
た
め
武
具
の
使
用
を
許
可
し
て
い
る
。
大

野
郡
の
領
主
金
森
長
近
も
芦
見
谷
の
皿
谷
村
以
下
七

か
村
が
本
願
寺
門
徒
か
ら
高
田
派
の
称
名
寺
・
聖
徳

寺
ら
三
か
寺
の
門
徒
に
転
派
し
た
こ
と
か
ら
安
堵
さ

れ（
（（
（

、
折
立
村
称
名
寺
か
ら
分
寺
し
た
本
願
寺
派
の
橋

立
真
宗
寺
も
高
田
派
に
転
派
し
た
こ
と
で
柴
田
勝
家

か
ら
安
堵
さ
れ
て
お
り（

（（
（

、
一
方
、
本
願
寺
末
寺
門
徒

に
対
し
て
は
厳
し
く
探
索
し
て
い
る
。

注
記

（
１
）「
三
河
念
仏
相
承
日
記
」（「
専
修
寺
文
書
」『
真
宗
史
料
集
成
』

第
一
巻
）

（
２
）
田
野
の
最
勝
寺
は
美
濃
国
郡
上
八
幡
に
最
勝
寺
（
西
派
）

を
分
立
さ
せ
、
近
世
初
頭
に
本
願
寺
の
分
派
に
よ
り
大
野

城
下
に
東
派
の
最
勝
寺
、
大
野
郡
据
村
に
最
勝
寺
（
西
派
）

を
分
寺
し
た
。

（
３
）「
専
修
寺
文
書
」（『
県
史
』
資
２
）

（
４
）
文
明
九
年
六
月
九
日
付
・
同
十
年
三
月
十
二
日
付
「
後

土
御
門
天
皇
綸
旨
」（「
専
修
寺
文
書
」『
真
宗
史
料
集
成
』
第

四
巻
）

（
５
）「
専
修
寺
文
書
」（『
県
史
』
資
２
）

（
６
）「
称
名
寺
文
書
」（『
県
史
』
資
７
）

（
７
）『
専
修
寺
史
要
』（
高
田
専
修
寺
編
）

（
８
）
明
応
五
年
二
月
四
日
付
「
専
修
寺
真
慧
譲
状
」（「
法
雲

寺
文
書
」『
県
史
』
資
５
）

（
９
）（
永
正
八
年
）三
月
廿
八
日
付「
応
真
書
状
」（「
法
雲
寺
文
書
」

『
県
史
』
資
５
）

（
10
）
永
正
九
年
十
一
月
二
十
四
日
付
「
後
柏
原
天
皇
綸
旨
」

（「
法
雲
寺
文
書
」『
県
史
』
資
５
）

（
11
）永
正
十
年
二
月
二
十
三
日
付「
後
柏
原
天
皇
綸
旨
」（「
専

修
寺
文
書
」『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
）

（
12
）（
永
正
十
年
）
五
月
十
三
日
付
「
勧
修
寺
尚
顕
書
状
」（「
法
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五
十
八
巻
一
号

雲
寺
文
書
」『
県
史
』
資
５
）

（
13
）
永
正
十
年
十
二
月
二
十
六
日
付
「
後
柏
原
天
皇
綸
旨
」

（「
法
雲
寺
文
書
」『
県
史
』
資
５
）

（
14
）
永
正
十
一
年
十
月
十
四
日
付
明
眼
寺
・
勝
鬘
寺
宛
「
塩

谷
孝
綱
寄
進
状
」・
香
林
坊
宛
「
塩
谷
孝
綱
書
状
」・（
永
正

十
二
年
）
二
月
一
日
付
「
小
田
政
治
書
状
」（「
法
雲
寺
文
書
」

『
県
史
』
資
５
）

（
15
）
永
正
十
五
年
七
月
二
十
三
日
付
「
高
田
専
修
寺
越
前

国
末
寺
連
署
法
度
」（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
』
資
２
）

（
16
）永
正
十
一
年
三
月
五
日
付「
後
柏
原
天
皇
口
宣
案
」（「
専

修
寺
文
書
」『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
）

（
17
）
永
正
十
三
年
十
一
月
三
日
付
「
後
柏
原
天
皇
口
宣
案
」

（「
専
修
寺
文
書
」『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
）

（
18
）
永
正
十
七
年
九
月
十
七
日
付
下
野
国
専
修
寺
雑
掌
宛
・

宇
都
宮
忠
綱
宛
「
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
」（「
専
修

寺
文
書
」『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
・
朝
倉
孝
景
宛
「
室
町
幕

府
奉
行
人
連
署
奉
書
」（「
法
雲
寺
文
書
」『
県
史
』
資
５
）

（
19
）
大
永
二
年
八
月
日
付
「
真
智
請
文
」（「
専
修
寺
文
書
」『
県

史
』
資
２
）・
大
永
三
年
十
一
月
十
日
付
「
某
書
状
」（「
専

修
寺
文
書
」『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
）

（
20
）（
大
永
二
年
）
三
月
十
三
日
付
「
松
樹
院
恵
如
等
連
署

書
状
」・
同
年
六
月
十
九
日
付
「
阿
弥
陀
寺
真
証
・
勝
鬘

寺
明
真
連
署
請
文
」・
同
年
八
月
九
日
付
「
勝
鬘
寺
明
真

等
連
署
請
文
」・「
勝
鬘
寺
明
真
請
文
」・
同
年
八
月
十
七

日
付
「
専
西
寺
了
誓
請
文
案
」・
同
五
年
五
月
二
十
六
日

付
「
松
樹
院
恵
如
等
連
署
請
文
」・
同
年
六
月
七
日
付
「
聖

徳
寺
真
西
等
連
署
請
文
」（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
』
資
２
）

（
21
）「
法
雲
寺
文
書
」（『
県
史
』
資
５
）

（
22
）
天
文
八
年
六
月
十
三
日
・
同
十
二
年
三
月
五
日
付
「
室

町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
」（「
法
雲
寺
文
書
」『
県
史
』
資
５
）

（
23
）天
文
十
年
九
月
十
八
日
付
無
量
寺
宛「
長
野
稙
藤
書
状
」

（「
法
雲
寺
文
書
」『
県
史
』
５
）・
年
未
詳
十
月
廿
九
日
付
細

野
藤
九
郎
「
長
野
稙
藤
書
状
」（「
伊
吹
長
兵
衛
家
文
書
」『
県

史
』
資
６
）

（
24
）『
専
修
寺
史
要
』（
高
田
専
修
寺
編
）

（
25
）
新
郷
静
治
家
蔵
『
朝
倉
始
末
記
』

（
26
）
年
未
詳
三
月
三
日
付
・
九
月
七
日
付
明
眼
寺
宛
「
朝

倉
孝
景
（
宗
淳
）
書
状
」（「
法
雲
寺
文
書
」『
県
史
』
資
５
）

（
27
）
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
七
月
九
日
付
「
国
永
吉
勝
寄

進
状
（
成
清
名
内
田
地
）」・
同
日
付
「
国
永
吉
勝
寄
進
状
（
光

貞
名
内
田
地
）」（「
法
雲
寺
文
書
」『
県
史
』
資
５
）

（
28
）
年
未
詳
九
月
十
六
日
付
「
朝
倉
義
景
寄
進
状
」（「
法
雲

寺
文
書
」『
県
史
』
資
５
）

（
29
）
永
禄
三
年
二
月
廿
七
日
「
正
親
町
天
皇
口
宣
案
」（「
専

修
寺
文
書
」『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
）

（
30
）
永
禄
三
年
六
月
十
二
日
付
「
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署

奉
書
」（「
専
修
寺
文
書
」『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
）

（
31
）
永
禄
三
年
七
月
廿
日
付
「
狛
修
理
亮
書
状
」（「
法
雲
寺

文
書
」『
県
史
』
資
５
）

（
32
）「
専
修
寺
文
書
」（『
県
史
』
資
２
）

（
33
）「
高
田
専
修
寺
雑
掌
書
状
案
」（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
』

資
２
）

（
34
）「
高
田
専
修
寺
雑
掌
書
状
案
」（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
』

資
２
）

（
35
）（
永
禄
三
年
）
十
月
二
十
日
付
「
勝
鬘
寺
明
秀
連
署
書
状
」

（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
』
資
２
）

（
36
）「
専
修
寺
文
書
」（『
県
史
』
資
２
）

（
37
）（
永
禄
四
）
九
月
二
日
付
・（
永
禄
五
）
二
月
十
一
日
「
足

利
義
輝
御
内
書
」（「
法
雲
寺
文
書
」『
県
史
』
資
５
）

（
38
）
天
正
二
年
七
月
二
十
日
付
「
織
田
信
長
黒
印
状
」・
同

日
付
「
羽
柴
秀
吉
書
状
」（「
法
雲
寺
文
書
」『
県
史
』
資
５
）

（
39
）
天
正
三
年
八
月
二
十
五
日
付
熊
坂
下
方
惣
中
宛
「
菅

屋
長
行
判
物
」・
天
正
三
年
九
月
付
高
田
門
徒
境
内
熊
坂

郷
「
織
田
信
長
禁
制
」・（
天
正
三
）
九
月
五
日
付
高
田
専

修
寺
宛
「
菅
屋
長
行
書
状
」（「
法
雲
寺
文
書
」『
県
史
』
資
５
）

（
40
）
天
正
三
年
十
月
十
二
日
付
「
柴
田
勝
家
書
状
」・
同
四

年
二
月
十
七
日
付
「
柴
田
勝
家
定
書
」（「
法
雲
寺
文
書
」『
県

史
』
資
５
）

（
41
）
天
正
四
年
三
月
十
一
日
付
「
柴
田
勝
家
判
物
」（「
法
雲

寺
文
書
」『
県
史
』
資
５
）

（
42
）
天
正
四
年
五
月
二
十
二
日
付
「
柴
田
勝
家
書
状
」・
同

年
五
月
二
十
三
日
付
「
佐
久
間
盛
政
書
状
」（「
法
雲
寺
文
書
」
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真
宗
高
田
派
寺
院
の
越
前
に
お
け
る
盛
衰

『
県
史
』
資
５
）

（
43
）
天
正
三
年
十
二
月
八
日
付
「
佐
良
谷
村
惣
代
左
衛
門

等
連
署
文
」（「
称
名
寺
文
書
」『
県
史
』
資
５
）

（
44
）
天
正
五
年
七
月
廿
九
日
付
「
柴
田
勝
家
安
堵
状
」・
年

未
詳
七
月
廿
五
日
付「
中
村
宗
教
書
状
」（「
称
名
寺
文
書
」『
県

史
』
資
５
）

　

第
ニ
節　

�

越
前
専
修
寺
の
破
却
と

　
　
　
　
　

そ
の
後
の
越
前
に
お
け
る
高
田
派
寺
院

　

一
．
真
智
・
真
空
の
死
寂
と
越
前
専
修
寺
の
破
却

　

天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
八
月
、
織
田
信
長
に
よ

り
朝
倉
義
景
が
滅
ぼ
さ
れ
る
が
、
翌
年
二
月
に
越
前

一
向
一
揆
が
蜂
起
す
る
と
、
同
三
年
八
月
に
信
長
が

一
揆
平
定
の
軍
勢
を
派
兵
す
る
に
先
立
ち
同
二
年
七

月
二
十
日
、
信
長
と
羽
柴
秀
吉
は
高
田
専
修
寺
・
朝

倉
孫
三
郎
等
数
人
に
対
し
「
其
国
信
長
出
馬
之
刻
、

可
有
御
忠
節
之
由
」
と
の
黒
印
状
や
書
状（

１
）を
送
っ
て

越
前
に
お
け
る
内
部
攪
乱
を
図
っ
て
い
る
が
、
宛
所

の
「
高
田
専
修
寺
」
と
は
越
前
方
も
伊
勢
方
も
な
く

越
前
の
高
田
派
諸
寺
院
に
対
し
て
で
あ
っ
た
。
平
定

が
完
了
す
る
と
「
熊
坂
下
方
惣
中
」
に
対
し
て
還
住

を
命
じ（

２
）、「

高
田
門
徒
境
内
熊
坂
郷
」
に
対
し
て
は

信
長
の
禁
制（

３
）が

発
給
さ
れ
た
。
北
庄
城
主
と
な
っ
た

信
長
の
家
臣
柴
田
勝
家
も
定
書
や
書
状
を
発
給
し
て

厚
く
保
護
し（

４
）、
特
に
同
四
年
三
月
に
は
「
熊
坂
・
篠

岡
・
田
中
・
横
川
・
簾
尾
・
女
谷
・
滝
村
・
宮
谷
・

柿
原
・
新
郷
・
権
現
堂
・
案
円
」（

５
）の
諸
村
の
高
田
専

修
寺
門
家
を
安
堵
し
て
い
る
。

　

一
向
一
揆
の
反
抗
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
朝
倉
氏
も

信
長
や
柴
田
勝
家
も
同
じ
一
向
宗
で
も
高
田
派
は
味

方
で
あ
り
協
力
者
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
越
前
専
修

寺
と
伊
勢
専
修
寺
と
の
対
立
は
実
に
迷
惑
な
こ
と
で

あ
り
、
特
に
越
前
に
お
い
て
は
両
者
は
同
一
と
み
な

し
て
、
そ
の
対
立
に
は
関
与
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。

一
方
、
織
田
信
長
に
よ
る
全
国
統
一
事
業
の
障
害

と
な
っ
た
石
山
本
願
寺
も
、
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）

八
月
の
越
前
一
向
一
揆
の
平
定
後
は
加
賀
の
本
願
寺

領
国
支
配
に
も
致
命
的
な
打
撃
を
与
え
た
も
の
の
、

い
ま
だ
全
国
に
多
く
の
門
徒
を
有
し
て
隠
然
た
る
勢

力
を
誇
り
、
大
坂
石
山
に
法
城
を
構
え
た
本
願
寺
法

主
顕
如
の
存
在
は
信
長
の
全
国
平
定
に
は
大
き
な
障

害
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
天
正
八
年
閏
三
月
五

日
勅
命
に
よ
る
和
議
が
成
立
し
て
、
顕
如
が
大
坂
を

出
て
紀
伊
国
鷺
森
に
退
去
し
、
本
願
寺
が
政
治
的
に

屈
服
さ
れ
て
一
向
一
揆
の
脅
威
が
去
る
と
、
越
前
に

お
け
る
高
田
派
の
両
派
の
対
立
に
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
政
局
の
変
化
の
中
で
、
老
齢
に
達
し

た
越
前
専
修
寺
住
持
の
真
智
（
喜
雲
院
）
が
天
正
七

年
（
一
五
七
九
）
十
月
に
一
子
の
真
空
に
法
儀
伝
授

と
住
持
職
の
譲
状（

６
）
を
渡
し
て
同
十
三
年
七
月
四
日

八
十
二
歳
の
高
齢
で
死
寂
し
、
そ
の
跡
を
継
職
し
た

真
空
も
翌
十
四
年
五
月
八
日
四
十
七
歳
で
死
没
す
る

と
真
智
の
血
脈
は
絶
え
た
。
大
坂
本
願
寺
と
対
抗
し

た
織
田
・
柴
田
支
配
も
終
わ
り
、
天
正
十
一
年
に
羽

柴
秀
吉
が
覇
権
を
掌
握
す
る
と
、
伊
勢
方
も
真
智
の

系
統
が
絶
え
た
の
を
好
機
と
し
て
尭
真
が
天
正
十
三

年
七
月
十
三
日
付
「
正
親
町
天
皇
綸
旨（

７
）」
に
よ
り
高

田
専
修
寺
住
持
職
を
獲
得
し
、
同
年
七
月
二
十
五
日

に
は
羽
柴
秀
吉
か
ら
も
同
様
な
安
堵
状（

８
）
が
発
給
さ

れ
、
綸
旨
や
朱
印
状
を
楯
に
し
て
直
ち
に
真
智
を
擁

立
し
て
い
た
越
前
四
か
寺
の
大
野
専
西
寺
・
風
尾
勝

鬘
寺
・
松
木
専
光
寺
・
兵
庫
西
光
寺
に
伊
勢
方
へ
帰

属
す
る
よ
う
に
迫
っ
た
。
越
前
で
は
柴
田
勝
家
が
滅

亡
し
た
後
、
丹
羽
氏
・
堀
氏
が
北
庄
城
主
と
な
っ
た

が
、
特
に
本
願
寺
門
徒
で
あ
っ
た
堀
秀
政
は
、
高
田

両
派
の
抗
争
は
迷
惑
で
あ
り
、
主
君
秀
吉
の
朱
印
状

に
任
せ
て
同
年
九
月
に
家
臣
の
堀
監
物
丞
・
柴
田
源

左
衛
門
尉
・
堀
兵
庫
助
を
し
て
越
前
四
か
寺
の
伊
勢
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五
十
八
巻
一
号

方
へ
の
帰
属
を
厳
し
く
命
じ
た（
９
）。

　

し
か
し
、
越
前
四
か
寺
と
門
徒
ら
は
必
ず
し
も
こ

の
命
に
容
易
に
は
服
さ
ず
、
専
西
寺
で
は
天
正
十
三

年
十
二
月
、
住
持
の
留
守
中
に
門
徒
惣
代
達
が
伊
勢

方
の
慈
智
院
へ
帰
参
を
約
し（

（（
（

、
同
十
九
年
六
月
に
も

再
度
、
伊
勢
方
へ
の
帰
参
を
約
し
て
い
る
が
、
専
西

寺
は
こ
れ
を
拒
否
し
た
ら
し
い（

（（
（

。
一
方
、田
中
村（
旧

金
津
町
）
に
移
転
し
て
い
た
兵
庫
西
光
寺
も
門
徒
が

容
易
に
承
知
せ
ず
過
半
は
他
寺
へ
転
宗
派
し
た（

（（
（

。
風

尾
の
勝
鬘
寺
も
慮
外
な
仕
立
て
で
拒
否
さ
れ
て
堀
氏

の
奏
者
戸
田
吉
次
も
面
目
を
失
っ
た
こ
と
を
仙
福
寺

を
通
し
て
伊
勢
方
へ
報
告
し
て
い
る（

（（
（

。
天
正
十
五
年

六
月
に
践
祚
し
た
「
後
陽
成
天
皇
綸
旨（

（（
（

」
に
よ
り
尭

真
に
高
田
専
修
寺
住
持
職
が
安
堵
さ
れ
、
同
十
七
年

に
は
尭
真
自
ら
越
前
へ
下
向
し
て（

（（
（

教
化
を
行
う
と
、

大
野
領
主
の
青
木
一
矩
は
大
野
専
西
寺
・
同
門
徒
の

伊
勢
方
へ
の
帰
参
を
命
じ（

（（
（

、
そ
の
家
臣
の
林
伝
右
衛

門
尉
も
専
西
寺
が
拒
否
し
た
場
合
は
専
西
寺
明
屋
敷

の
引
き
渡
し
を
約
し
て
い
る（

（（
（

。
ま
た
、
堀
秀
政
の
家

臣
柴
田
源
左
衛
門
尉
安
定
は
熊
坂
の
明
屋
敷
と
な
っ

た
越
前
専
修
寺
を
伊
勢
方
へ
渡
す
べ
く
準
備
も
し
て

い
た（

（（
（

。
同
年
十
二
月
に
は
専
光
寺
光
如
が
高
田
へ
帰

参
す
る
旨
の
請
文
を
提
出
し
て
い
る
が（

（（
（

、
そ
の
後
、

専
光
寺
は
廃
寺
と
な
り
安
養
院
が
屋
敷
跡
を
預
け
ら

れ
て
い
る（

（（
（

。
慶
長
五
年
九
月
に
は
北
庄
城
主
の
小
早

川
秀
秋
も
高
田
専
修
寺
尭
真
に
対
し
越
前
に
お
け
る

末
寺
諸
道
場
の
一
切
の
諸
役
を
免
除
し
て
い
る（

（（
（

。

　

ニ
．�

越
前
専
修
寺
の
再
興
と
寛
永
の
敗
訴
に
よ
る

専
修
寺
の
破
却

　

真
智
・
専
空
の
死
没
に
よ
り
、
伊
勢
専
修
寺
は
熊

坂
専
修
寺
屋
敷
を
没
収
す
る
と
と
も
に
、
諸
末
寺
や

門
徒
の
伊
勢
方
へ
の
帰
参
を
命
じ
た
が
容
易
に
は
帰

服
し
な
か
っ
た
。
こ
の
間
隙
を
縫
う
よ
う
に
下
野
国

高
田
の
専
修
寺
看
坊
で
あ
っ
た
と
云
わ
れ
る
真
能
は

親
鸞
の
形
見
の
真
影
を
越
前
へ
移
し
、
真
智
・
専
空

の
後
継
者
を
主
張
し
奔
走
し
て
、
豊
臣
秀
吉
の
朱
印

状
を
獲
得
す
べ
く
小
田
原
出
陣
中
の
秀
吉
に
も
願
い

出
た（

（（
（

。
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
に
は
「
越
前
専

修
寺
言
上
状
案（

（（
（

」
で
越
前
専
修
寺
の
正
統
性
を
主
張

し
て
「
豊
臣
秀
吉
禁
制（

（（
（

」
を
得
て
い
る
。
但
し
宛
所

は
越
前
専
修
寺
で
は
な
く「
下
野
国
内
高
田
専
修
寺
」

で
あ
り
秀
吉
と
し
て
は
両
者
の
区
別
は
未
だ
明
確
で

は
な
か
っ
た
。

　

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ケ
原
合
戦
後
、
徳

川
家
康
が
覇
権
を
確
立
す
る
と
、
越
前
六
十
八
万
石

は
結
城
秀
康
に
与
え
ら
れ
た
が
、
真
能
・
真
教
は
二

代
松
平
忠
直
か
ら
丹
生
郡
謡
谷
に
お
い
て
十
二
石
を

除
地
と
し
て
寄
進
さ
れ
、
隣
村
の
畠
中
に
越
前
専
修

寺
を
再
興
し
た
。
風
尾
の
勝
鬘
寺
の
勧
誘
も
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
法
雲
寺
に
伝
来
す
る
「
く
ま
坂
・

北
庄
立
屋
（
仙
福
寺
）・
し
ん
か
う
松
木
」
や
「
田
中

西
光
寺
・
大
野
専
西
寺
・
風
尾
勝
鬘
寺
」
の
「
寺
屋

敷
書
付（

（（
（

」
も
、
同
時
に
畠
中
専
修
寺
領
と
し
て
寄
進

さ
れ
た
除
地
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
一
旦
は
伊
勢
方
へ

帰
参
し
た
真
智
上
人
方
の
末
寺
門
徒
も
再
び
畠
中
専

修
寺
へ
帰
参
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
。
但
し
、

慶
長
十
三
年
三
月
、
伊
勢
専
修
寺
末
寺
本
流
院
・
常

楽
寺
・
仙
福
寺
・
円
楽
坊
・
松
樹
院
の
六
か
寺
は
「
松

の
木
専
光
寺
内
門
前
之
儀（

（（
（

」
に
つ
い
て
綸
旨
・
秀
吉

判
物
・
家
康
判
物
の
除
地
を
証
拠
に
し
て
松
平
忠
直

の
家
臣
の
知
行
地
と
混
同
さ
れ
な
い
よ
う
に
申
立
て

て
お
り
、
伊
勢
方
の
聖
徳
寺
の
如
く
越
前
方
へ
の
帰

参
を
強
制
さ
れ
な
が
ら
も
拒
絶
し
た
寺
も
あ
っ
た（

（（
（

。

　

こ
れ
に
危
機
感
を
抱
い
た
伊
勢
専
修
寺
は
慶
長

十
六
年
十
一
月
「
後
水
尾
天
皇
綸
旨（

（（
（

」
に
よ
り
高
田

専
修
寺
住
持
職
を
安
堵
さ
れ
た
尭
真
は
、
嫡
子
の
尭

秀
に
も
官
位
叙
任
を
受
け
さ
せ
て
お
り（

（（
（

、
徳
川
将
軍

家
へ
も
よ
し
み
を
通
じ
た（

（（
（

。
慶
長
期
よ
り
元
和
二
年
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高
田
派
寺
院
の
越
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に
お
け
る
盛
衰

（
一
六
一
六
）
に
か
け
て
、
幕
府
は
有
力
寺
院
や
各
宗

に
対
し
て
次
々
と
寺
院
法
度
を
発
し
諸
宗
諸
派
の
本

末
関
係
を
固
定
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
ら
、
一
向
宗

高
田
派
が
両
派
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
は
幕
府
に

と
っ
て
実
に
不
都
合
で
あ
っ
た
。

　

寛
永
十
年
十
月
、
西
光
寺
・
大
野
専
福
寺
の
両
寺

は
松
平
忠
昌
に
対
し
越
前
専
修
寺
の
正
統
性
を
逐
一

言
上
し
主
張
し
た
が（

（（
（

、
翌
十
一
年
閏
七
月
二
十
日
に

江
戸
の
寺
社
奉
行
所
に
お
い
て
両
者
の
対
決
が
行
わ

れ
る
と
幕
府
の
裁
決
は
越
前
方
に
は
不
利
と
な
り
、

越
前
専
修
寺
の
敗
訴
に
終
わ
っ
た（

（（
（

。
こ
の
結
果
、
畠

中
専
修
寺
は
建
物
・
境
内
屋
敷
地
共
に
畠
中
村
な
ど

周
辺
七
か
村
の
惣
代
と
郡
奉
行
に
よ
り
詳
細
に
調
査

さ
れ
改
帳
を
伊
勢
専
修
寺
へ
報
告
さ
れ
て
、
跡
地
は

伊
勢
方
へ
帰
参
し
た
風
尾
勝
鬘
寺
に
預
け
ら
れ
管
理

す
る
こ
と
と
な
っ
た
が（

（（
（

、
勝
鬘
寺
門
徒
の
殆
ど
が
勝

鬘
寺
を
離
れ
た
。大
野
専
西
寺
も
寺
地
を
没
収
さ
れ
、

屋
敷
地
は
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
以
降
大
野
領
主

松
平
但
馬
守
か
ら
伊
勢
方
へ
渡
さ
れ
た
た
が（

（（
（

、
専
西

寺
は
伊
勢
方
へ
帰
参
し
な
か
っ
た
。
新
郷
の
専
光
寺

も
熊
坂
の
越
前
専
修
寺
が
廃
寺
と
な
る
と
、
天
正

十
七
年
十
二
月
専
光
寺
光
如
は
伊
勢
方
に
帰
参
し
た

が（
（（
（

、
そ
の
後
、
廃
寺
と
な
っ
た
。
熊
坂
に
近
い
田
中

村
か
ら
隣
村
の
中
川
村
へ
移
転
し
て
い
た
兵
庫
西
光

寺
も
、
寛
永
十
一
年
に
越
前
専
修
寺
の
敗
訴
が
決
定

す
る
と
伊
勢
方
へ
帰
参
し
多
く
の
門
徒
を
失
い
な
が

ら
も
再
度
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
伊
勢
方
へ
帰
参

を
起
請
し
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
よ
う
に
越
前
専
修
寺
方
の

兵
庫
西
光
寺
・
大
野
専
西
寺
・
風
尾
勝
鬘
寺
・
新
郷

専
光
寺
の
四
か
寺
は
専
西
寺
を
除
い
て
す
べ
て
伊
勢

方
へ
帰
参
し
た
が
、
門
徒
の
殆
ど
は
伊
勢
方
へ
は
帰

参
し
な
か
っ
た
。

　

三
．�

越
前
専
修
寺
の
破
却
と
末
寺
門
徒
の
動
揺

　

寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
に
越
前
専
修
寺
の
敗

訴
が
決
定
す
る
と
、
越
前
専
修
寺
派
の
門
徒
達
は
動

揺
し
て
他
宗
へ
の
転
宗
転
派
の
活
動
が
激
し
く
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
、
越
前
方
の
敗
訴
が
明
ら
か
と
な

る
と
、
越
前
松
平
家
と
伊
勢
藤
堂
家
と
の
対
立
に
発

展
し
、
こ
の
前
後
か
ら
松
平
光
通
は
運
正
寺
に
命
じ

て
高
田
派
門
徒
の
浄
土
宗
転
派
を
図
っ
た
。
越
前
専

修
寺
方
の
兵
庫
西
光
寺
・
大
野
専
西
寺
・
風
尾
勝
鬘

寺
・
新
郷
専
光
寺
の
四
か
寺
は
専
西
寺
を
除
い
て
門

徒
の
殆
ど
は
伊
勢
方
へ
は
帰
参
せ
ず
、
多
く
の
門
徒

も
浄
土
宗
に
流
れ
た
。
熊
坂
に
近
い
田
中
村
（
あ
わ

ら
市
金
津
町
）
か
ら
隣
村
の
中
川
村
へ
移
転
し
て
い

た
兵
庫
西
光
寺
は
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
に
運
正

寺
四
代
源
誉
随
流
を
開
祖
と
し
て
三
国
に
浄
土
宗

西
光
寺
を
分
立
さ
せ
る
が
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）

の
門
徒
調
査
書（
（（
（

に
よ
れ
ば
、
兵
庫
西
光
寺
の
地
盤
で

あ
っ
た
上
・
下
兵
庫
村
と
井
向
村
（
坂
井
市
春
江
町
）

で
は
三
国
西
光
寺
門
徒
が
五
四
軒
を
占
め
、
恐
ら
く

こ
の
時
に
浄
土
宗
へ
転
宗
し
た
門
徒
と
考
え
ら
れ

る
。

　

更
に
、
浄
土
宗
に
流
れ
た
門
徒
を
母
体
と
し
て
、

寛
永
七
年
に
は
坂
井
郡
平
山
村
（
坂
井
市
三
国
町
）

に
演
誉
一
丸
を
開
祖
と
し
て
遐
代
寺
を
、
同
じ
く
坂

井
郡
清
永
村
（
坂
井
市
坂
江
町
）
に
森
厳
山
空
土
寺

圓
成
院
（
運
正
寺
末
寺
）
を
創
立
さ
せ
、
慶
安
四
年

（
一
六
五
一
）
に
は
三
国
新
保
浦
に
本
誉
を
開
祖
に
円

海
寺
を
、
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
に
は
単
誉
が
坂

井
郡
前
谷
村
（
あ
わ
ら
市
金
津
町
）
に
松
龍
寺
（
運
正

寺
末
寺
）、
白
浜
浦
（
福
井
市
）
に
西
光
寺
二
代
英
誉

を
し
て
欣
浄
寺
（
西
光
寺
旧
末
寺
）
を
創
立
さ
せ
て

い
る
。
慶
安
三
年
九
月
、
平
山
円
光
寺
は
梶
浦
（
坂

井
市
三
国
町
）
市
右
衛
門
・
平
山
藤
左
衛
門
の
連
署

状
で
門
徒
の
離
檀
を
伊
勢
一
身
田
専
修
寺
方
へ
報
じ

て
お
り
、
こ
の
事
態
に
危
機
感
を
抱
い
た
「
福
居
仙

福
寺
・
か
さ
を
勝
鬘
寺
・
こ
は
た
勝
林
寺
・
あ
ら
い
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五
十
八
巻
一
号

常
円
坊
・
法
光
寺
・
味
美
聖
徳
寺
・
折
立
称
名
寺
・

友
兼
専
福
寺
」
ら
は
、
た
と
え
門
徒
が
円
光
寺
を
離

檀
し
よ
う
と
も
他
宗
派
へ
の
転
派
は
阻
止
し
て
近
隣

の
同
派
の
高
田
派
寺
院
へ
の
帰
参
を
奨
励
す
る
よ
う

に
申
し
合
わ
せ
て
い
る
が（

（（
（

、
結
果
は
円
光
寺
の
離
檀

を
阻
止
で
き
な
か
っ
た
ら
し
く
、
先
の
明
治
五
年
の

門
徒
調
査
書
で
は
、
平
山
村
五
九
軒
の
う
ち
円
光
寺

門
徒
は
一
一
軒
、
浄
土
宗
遐
代
寺
門
徒
は
三
七
軒
と

あ
る
か
ら
、
寛
永
期
に
円
光
寺
門
徒
の
多
く
は
浄
土

宗
遐
代
寺
門
徒
へ
帰
参
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
明

治
十
五
年
円
光
寺
は
平
山
村
を
去
り
梶
浦
（
坂
井
市

三
国
町
）
へ
寺
基
を
移
し
て
い
る
。
ま
た
、「
専
修

寺
出
家
衆
帳（

（（
（

」
の
寛
永
十
六
年
七
月
二
十
七
日
条
に

は
「
兵
庫
称
光
寺
弟
子
一
八
歳　

大
弐
」
と
あ
る
か

ら
、
多
く
の
門
徒
が
浄
土
宗
や
他
派
へ
転
宗
派
し
て

し
ま
っ
た
兵
庫
西
光
寺
の
残
り
の
高
田
派
門
徒
の
う

ち
の
伊
勢
方
へ
残
っ
た
門
徒
は
上
兵
庫
村
に
勝
光
寺

を
建
立
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。『
越
前
国
名
蹟
考
』

の
上
兵
庫
新
宮
村
の
項
に
も
「
一
向
宗
高
田
派　

称

光
寺
」
が
見
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
越
前
専
修
寺
派
の
門
徒
の
一
部
は

浄
土
宗
へ
転
宗
し
た
が
、
大
部
分
は
東
本
願
寺
派
へ

帰
参
し
、
福
井
藩
か
ら
も
強
く
帰
参
を
働
き
か
け
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
伊
勢
専
修
寺
派
へ
は
一
人
も
帰
参

し
な
か
っ
た
。
寛
永
十
三
年
九
月
、
福
井
藩
の
奉
行

所
に
提
出
さ
れ
た
西
方
領
（
九
頭
竜
川
・
日
野
川
の
西

方
、
丹
生
山
地
の
越
前
領
）
山
中
百
姓
等
の
目
安
写（
（（
（

に

は
、

　
　

�

一
身
田
へ
参
れ
と
の
御
事
、
め
い
わ
く
仕
候
、

今
生
浅
間
敷
木
こ
り
・
炭
や
き
共
に
て
御
座
候

へ
は
、
偏
に
来
世
の
快
楽
を
請
度
存
、
朝
夕
い

と
な
み
仕
る
中
か
ら
も
、う
き
世
の
く
つ
う（
苦

痛
）
ひ
つ
は
く
の
中
か
ら
も
、
只
来
世
を
願
ひ

申
候
処
に
、地
獄
へ
落
可
申
と
申
寺
へ
可
参
儀
、

何
共
何
共
め
い
わ
く
仕
候
御
事
、

と
述
べ
て
お
り
、
宮
上
人
（
真
智
）
の
門
弟
と
し
て
、

す
で
に
伊
勢
方
へ
の
帰
参
は
拒
否
す
る
と
の
起
請
誓

紙
を
交
わ
し
て
い
た
門
徒
の
悲
痛
な
叫
び
が
文
中
に

秘
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
百
姓
門
徒
の
帰
参
を
受

け
入
れ
た
の
は
西
方
領
の
東
本
願
寺
派
十
か
寺
、
明

源
寺
（
羽
坂
）・
浄
光
寺
（
石
橋
）・
浄
明
寺
（
風
巻
）・

仰
明
寺
（
和
田
）・
常
称
寺
（
糸
生
の
浄
勝
寺
か
）・
徳

行
寺
（
福
居
）・
欽
仰
寺
（
後
に
円
覚
寺
と
改
称
、福
居
）・

称
念
寺
（
福
居
）・
唯
称
寺
（
三
国
）・
広
善
寺
（
杉
谷
）

で
あ
っ
た
。
東
本
願
寺
家
老
の
横
田
河
内
守
に
対
し

門
徒
の
詳
細
な
窮
状
と
同
時
に
、
東
派
へ
の
帰
参
が

福
井
藩
か
ら
も
許
容
さ
れ
て
落
着
し
た
こ
と
を
報
告

し
て
い
る（

（（
（

。

　

四
．�

畠
中
専
修
寺
の
両
度
の
破
却
と
末
寺
・
門
徒

の
動
向

　

一
旦
は
畠
中
専
修
寺
が
廃
寺
と
な
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
真
教
の
子
専
誉
は
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）

再
び
寺
社
奉
行
安
藤
右
京
・
松
平
出
雲
守
に
越
前
に

お
い
て
寺
地
を
願
い
出
た
。
伊
勢
方
は
江
戸
の
寺
社

奉
行
と
福
井
藩
主
松
平
光
通
の
家
老
に
許
容
の
無
い

よ
う
に
御
書
で
申
し
入
れ
た
が
、
福
井
藩
家
老
か
ら

は
返
書
が
な
か
っ
た
。
福
井
藩
と
し
て
は
専
誉
の
宗

教
活
動
を
黙
視
し
て
い
た
ら
し
い
。
そ
し
て
、
万
治

二
年（
一
六
五
九
）秋
の
越
前
国
の
宗
旨
改
め
で
は「
真

教
高
田
宮
方
法
性
寺
」
と
し
て
門
徒
の
宗
旨
改
め
を

行
い（

（（
（

、
伊
勢
方
と
は
別
派
の
無
本
寺
と
し
て
独
立
を

図
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
知
っ
た
伊
勢
一
身

田
は
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
江
戸
寺
社
奉
行
へ

再
度
提
訴
し
た
。評
定
所
に
お
い
て
審
議
し
た
結
果
、

同
年
三
月
落
着
し
て
宮
方
法
性
寺
は
廃
寺
、
真
教
・

専
誉
の
両
名
は
近
江
国
大
溝
藩
の
分
部
若
狭
守
嘉
高

へ
遠
流
と
な
り
、
真
教
の
末
寺
の
坪
谷
村
法
円
寺
・

赤
坂
村
興
正
寺
・
御
簾
尾
村
東
光
寺
・
篠
岡
村
専
照
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松
原　

真
宗
高
田
派
寺
院
の
越
前
に
お
け
る
盛
衰

寺
も
破
却
さ
れ
て
、
こ
れ
で
長
期
間
に
わ
た
っ
て
本

末
を
争
っ
て
き
た
越
前
専
修
寺
事
件
は
一
応
落
着
し

た（
（（
（

。

　

寛
文
三
年
に
真
教
・
専
誉
の
遠
流
後
、
真
教
の
後

室
の
誓
広
院
は
法
宝
物
や
古
文
書
を
擁
し
て
向
山
の

道
場
へ
避
難
し
て
門
徒
と
共
に
仏
光
寺
派
に
転
派
し

た
が
、
寛
文
六
年
に
仏
光
寺
が
文
栄
を
派
遣
し
て
武

周
村
に
西
雲
寺
を
創
建
し
て
越
前
国
内
の
仏
光
寺
派

寺
院
の
触
頭
に
な
る
と
、
寛
文
十
一
年
、
誓
広
院
と

門
徒
は
世
野
瀬
村
（
畑
山
村
の
枝
村
）
に
古
跡
の
道

場
を
造
立
し
て
仏
光
寺
派
を
離
れ
、
東
本
願
寺
派
へ

帰
参
し
法
雲
寺
の
寺
号
を
得
た（

（（
（

。
そ
の
後
、
法
雲
寺

は
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
に
大
味
浦
（
越
廼
村
）
に

寺
基
を
移
し
た（

（（
（

。
西
雲
寺
も
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）

院
家
に
昇
進
し
御
坊
地
と
な
っ
た
。
な
お
、
法
雲
寺

に
、
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
二
月
四
日
付
の
専
修

寺
真
慧
譲
状
を
始
め
と
す
る
越
前
専
修
寺
関
係
文
書

や
、
重
要
文
化
財
の
尊
号
真
像
銘
文
、
南
北
朝
期
成

立
と
室
町
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
絹
本
著
色
親
鸞
聖

人
絵
像
（
県
指
定
文
化
財
）
な
ど
が
伝
来
す
る
の
は
、

こ
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

越
前
専
修
寺
を
支
え
た
四
か
寺
の
う
ち
大
野
専
西

寺
の
み
は
最
後
ま
で
越
前
専
修
寺
を
離
れ
な
か
っ
た

の
は
真
教
と
の
姻
戚
関
係
か
ら
で
あ
っ
た
。「
法
雲

寺
古
系
図（

（（
（

」
に
よ
れ
ば
、
真
教
の
末
妹
は
専
西
寺
の

室
、
専
誉
の
妹
も
専
西
寺
信
慶
の
室
で
あ
っ
た
。
寛

文
三
年
の
真
教
・
専
誉
遠
流
後
は
、
仏
光
寺
派
に
転

派
し
て
大
野
か
ら
今
井
村
に
寺
基
を
移
し
た
専
西
寺

の
寺
号
も
西
応
寺
と
改
号
し
た
。
同
十
二
年
に
は
帰

参
褒
美
と
し
て
四
段
の
袈
裟
を
免
許
さ
れ
、
御
堂
は

元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
に
門
徒
の
懇
志
に
よ
り
建

立
さ
れ
た（

（（
（

。
こ
の
他
、真
教
の
末
寺
も
、篠
岡
村
（
旧

金
津
町
）
専
照
寺
は
称
運
寺
と
改
号
し
て
仏
光
寺
派

に
転
派
し（

（（
（

、
赤
坂
村
（
旧
越
廼
村
）
興
正
寺
も
光
照

寺
と
改
号
し
て
仏
光
寺
派
に
転
派
し
た
と
思
わ
れ
、

元
禄
四
年
に
東
本
願
寺
派
、
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）

に
は
西
本
願
寺
派
へ
転
じ
た（
（（
（

。
坪
谷
村
法
円
寺
も
法

栄
寺
と
改
号
し
て
仏
光
寺
派
に
転
派
し
、
文
化
十
二

年
（
一
八
二
九
）
五
月
、
西
本
願
寺
派
に
転
派
を
企

図
し
た
が
果
た
さ
ず（

（（
（

、
そ
の
後
、
真
宗
横
越
証
誠
寺

派
へ
転
じ
た（

（（
（

。御
簾
尾
村
東
光
寺
は
廃
寺
と
な
っ
た
。

以
上
の
如
く
、
法
雲
寺
を
始
め
、
当
初
は
真
宗
仏
光

寺
派
へ
転
じ
た
の
は
、
仏
光
寺
が
空
性
房
了
源
に
よ

り
正
中
元
年
（
一
三
二
四
）
山
科
に
興
正
寺
を
建
て

た
の
に
始
ま
り
、
元
徳
二
年
（
一
三
二
九
）
京
都
渋

谷
に
移
り
仏
光
寺
と
改
め
、
高
田
系
の
一
分
派
と
し

て
成
長
し
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
。
な
お
、「
あ
ら
い

常
円
坊
」
は
寛
文
元
年
に
専
修
寺
十
四
世
智
真
か
ら

常
照
寺
の
寺
号
を
下
付
さ
れ
た
が
、
寛
文
三
年
の
越

前
専
修
寺
廃
寺
後
に
東
本
願
寺
派
へ
帰
参
し
た
ら
し

い（
（（
（

。

　

五
．�

専
修
寺
本
末
騒
動
決
着
後
の
越
前
高
田
派
の

動
向

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
慶
長
期
よ
り
元
和
二
年

（
一
六
一
六
）
に
か
け
て
、
有
力
寺
院
や
各
宗
に
対
し

て
次
々
と
寺
院
法
度
を
発
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
寺

院
法
度
の
発
布
と
平
行
し
て
、
諸
宗
諸
派
の
本
末
関

係
を
固
定
す
る
と
と
も
に
、
幕
府
の
重
要
な
仏
教
統

制
策
の
一
環
と
し
て
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
に
幕

府
は
諸
宗
に
対
し
て
寺
院
本
末
帳
の
作
成
を
命
じ
翌

年
提
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
官
庫
に
は
一
向
宗
諸
派

の
本
末
帳
の
み
が
伝
来
し
な
い
こ
と
か
ら（

（（
（

、
そ
の

作
成
提
出
は
不
備
に
終
わ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
以
上
の
如
く
、
寺
法
や
本
末
改
が
旧
仏
教
諸
宗

派
を
中
心
に
進
展
し
た
の
に
対
し
、
一
向
宗
諸
派
の

本
末
帳
提
出
が
遅
滞
し
た
要
因
と
し
て
は
、
慶
長
期

の
東
西
両
本
願
寺
の
分
立
に
よ
る
末
寺
の
流
動
性
と

と
も
に
、
高
田
派
に
お
け
る
伊
勢
・
越
前
両
専
修
寺
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五
十
八
巻
一
号

間
の
本
末
争
い
な
ど
が
影
響
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
ろ
う
。
一
向
宗
に
も
適
用
さ
れ
た
も
の
と
し
て

は
、
専
修
寺
の
本
末
争
い
が
決
着
し
た
寛
文
五
年

（
一
六
六
五
）
に
発
布
さ
れ
た
各
宗
共
通
の
諸
宗
法
度

が
最
初
で
あ
っ
た
こ
と
も
こ
れ
を
裏
付
け
る
。
し
か

し
、
そ
の
後
も
転
派
は
止
ま
ず
、
ま
た
、
天
和
三
年

（
一
六
八
三
）
の
東
派
の
百
か
寺
騒
動
で
東
派
よ
り
西

派
へ
転
派
す
る
寺
院
が
続
出
す
る
事
態
と
な
り
、
福

井
藩
に
お
け
る
「
寺
院
台
帳
」
は
こ
れ
以
後
に
作
成

さ
れ
た
ら
し
い
。
天
和
三
年
、
武
家
諸
法
度
の
中
に

特
に
新
地
寺
社
建
立
の
停
止
に
関
す
る
一
条
を
設
け

た
の
も
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
但
し
、同
一
宗
派（
一

向
宗
派
）
内
の
転
派
は
自
由
で
あ
っ
た（

（（
（

。

　

専
修
寺
本
末
騒
動
決
着
後
の
越
前
高
田
派
寺
院

は
、
本
山
専
修
寺
一
〇
世
真
慧
の
甥
本
流
院
真
孝
が

入
寺
し
た
連
枝
格
の
小
和
田
山
円
福
寺
本
流
院
は
別

格
と
し
て
高
田
派
の
触
頭
と
な
り
、
次
い
で
老
分

十
二
ケ
寺
・
中
老
二
ケ
寺
・
一
代
二
ケ
寺
・
衣
座
三

ケ
寺
・
袈
裟
御
免
の
廿
一
ケ
寺
の
座
配
寺
格
が
決
め

ら
れ
た
。
老
分
十
二
ケ
寺
と
は
、
本
来
よ
り
伊
勢
方

で
あ
っ
た
折
立
称
名
寺
・
黒
目
称
名
寺
・
聖
徳
寺
・

仙
福
寺
・
法
光
寺
・
小
幡
勝
林
寺
・
加
戸
常
楽
寺
・

友
兼
村
専
福
寺
の
八
か
寺
に
、
越
前
方
で
あ
っ
た
新

郷
専
光
寺
（
後
に
廃
寺
）
よ
り
分
寺
し
た
松
樹
院
・

安
養
院
と
帰
参
し
た
風
尾
勝
鬘
寺
・
兵
庫
西
光
寺（
中

川
の
西
光
寺
）
の
四
か
寺
の
計
十
二
か
寺
で
、
中
老

二
ケ
寺
と
は
兵
庫
称
光
寺
・
平
山
円
光
寺
と
思
わ
れ

る
。
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
の
福
井
藩
主
松
平
光

通
逝
去
の
た
め
越
前
諸
寺
院
に
よ
る
千
部
経
法
事
が

執
行
さ
れ
、
高
田
派
寺
院
も
諷
経
を
行
っ
た
が
、
こ

の
時
、
藩
か
ら
の
下
賜
さ
れ
た
施
物
配
分
は
前
記
の

寺
格
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た（

（（
（

。

注
記

（
１
）
天
正
二
年
七
月
二
十
日
付
「
織
田
信
長
黒
印
状
」・
同

日
付
「
羽
柴
秀
吉
書
状
」（「
法
雲
寺
文
書
」『
県
史
』
資
５
）

（
２
）
天
正
三
年
八
月
二
十
五
日
付
「
菅
屋
長
行
判
物
」（「
法

雲
寺
文
書
」『
県
史
』
資
５
）

（
３
）
天
正
三
年
九
月
日
付
「
織
田
信
長
禁
制
」（「
法
雲
寺
文
書
」

『
県
史
』
資
５
）

（
４
）
天
正
四
年
二
月
十
七
日
付
「
柴
田
勝
家
定
書
」・
同
年

五
月
二
十
二
日
付
「
柴
田
勝
家
書
状
」（「
法
雲
寺
文
書
」『
県

史
』
資
５
）

（
５
）
天
正
四
年
三
月
十
一
日
付
「
柴
田
勝
家
判
物
」（「
法
雲

寺
文
書
」『
県
史
』
資
５
）

（
６
）
天
正
七
年
十
月
十
四
日
付
「
越
前
専
修
寺
真
智
法
儀

伝
授
状
」（「
法
雲
寺
文
書
」『
県
史
』
資
５
）

（
７
）
天
正
十
三
年
七
月
十
三
日
付
「
正
親
町
天
皇
綸
旨
」・

同
年
七
月
十
日
付
「
勧
修
寺
紹
可
書
状
」・
同
年
七
月

十
三
日
付
「
勧
修
寺
紹
可
書
状
」・（
同
十
五
年
）
六
月
十
四

日
付
「
勧
修
寺
紹
可
書
状
」（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
』
資
２
）

（
８
）
天
正
十
三
年
七
月
二
十
五
日
付
「
羽
柴
秀
吉
高
田
専

修
寺
住
持
職
安
堵
状
」（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
』
資
２
）

（
９
）
天
正
十
三
年
九
月
七
日
付
「
堀
秀
政
書
状
」（「
専
修
寺

文
書
」『
県
史
』
資
２
）

（
10
）
天
正
十
三
年
十
二
月
十
四
日
付
「
専
西
寺
門
徒
惣
代

等
連
署
請
書
」（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
』
資
２
）

（
11
）
天
正
十
九
年
六
月
十
四
日
付
「
専
西
寺
門
徒
等
起
請
文
」

（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
』
資
２
）

（
12
）
天
正
十
三
年
十
二
月
二
十
三
日
付
慈
智
院
宛
・
仙
福

寺
宛
「
佐
分
利
守
弘
書
状
」（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
』
資
２
）

（
13
）
天
正
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日
付
仙
福
寺
宛
「
戸
田

吉
次
書
状
」（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
』
資
２
）

（
14
）
天
正
十
五
年
六
月
十
四
日
付
「
後
陽
成
天
皇
綸
旨
」（「
専

修
寺
文
書
」『
県
史
』
資
２
）

（
15
）（
天
正
十
七
）
七
月
十
一
日
付
熊
坂
百
姓
中
宛
「
堀
秀

重
判
物
」・
同
年
七
月
二
十
日
付
「
勧
修
寺
紹
可
書
状
」（「
専

修
寺
文
書
」『
県
史
』
資
２
）

（
16
）（
天
正
十
七
年
カ
）
九
月
六
日
付
「
青
木
一
矩
書
状
」（「
専

修
寺
文
書
」『
県
史
』
資
２
）

（
17
）（
天
正
十
七
年
カ
）
十
月
二
日
付
「
林
伝
右
衛
門
尉
書
状
」
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松
原　

真
宗
高
田
派
寺
院
の
越
前
に
お
け
る
盛
衰

（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
』
資
２
）

（
18
）（
天
正
十
七
年
）
九
月
十
五
日
付
「
柴
田
安
定
書
状
」（「
専

修
寺
文
書
」『
県
史
』
資
２
）

（
19
）
天
正
十
七
年
十
二
月
二
十
七
日
付
「
専
光
寺
光
如
起

請
文
」（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
』
資
２
）

（
20
）
慶
長
十
五
年
九
月
四
日
付
安
養
寺
一
如
「
松
木
専
光

寺
屋
敷
預
り
状
」・
寛
永
二
年
十
二
月
二
十
二
日
付
安
養

院
光
如
「
松
木
専
光
寺
屋
敷
預
り
状
」・
慶
安
二
年
三
月

九
日
付
安
養
院
伝
如
「
松
木
専
光
寺
屋
敷
預
り
状
」（「
専

修
寺
文
書
」『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
）

（
21
）
慶
長
三
年
九
月
付
「
小
早
川
秀
秋
諸
役
免
許
状
」（「
専

修
寺
文
書
」『
県
史
』
資
２
）

（
22
）
天
正
十
七
年
十
一
月
廿
四
日
付
「
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
写
」

（「
法
雲
寺
文
書
」『
県
史
』
資
５
）

（
23
）（
天
正
十
八
年
カ
）「
越
前
専
修
寺
言
上
状
案
」（「
法
雲
寺

文
書
」『
県
史
』
資
５
）

（
24
）
天
正
十
八
年
七
月
日
付
「
豊
臣
秀
吉
禁
制
」（「
法
雲
寺

文
書
」『
県
史
』
資
５
）

（
25
）「
寺
屋
敷
書
付
覚
」（「
法
雲
寺
文
書
」
五
一・五
二
号
『
県
史
』

資
５
）

（
26
）
高
田
専
修
寺
末
寺
松
樹
院
等
申
状
写
（「
安
養
院
文
書
」『
県

史
』
資
４
）

（
27
）
元
和
五
年
十
月
十
六
日
付
「
聖
徳
寺
真
空
起
請
文
」（「
専

修
寺
文
書
」『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
）

（
28
）
慶
長
十
六
年
十
一
月
九
日
付
「
後
水
尾
天
皇
綸
旨
」（「
専

修
寺
文
書
」『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
）

（
29
）
慶
長
十
六
年
十
一
月
九
日
付
「
後
水
尾
天
皇
口
宣
案
」・

慶
長
十
六
年
十
一
月
十
五
日
付
「
勧
修
寺
光
豊
書
状
」・

元
和
五
年
九
月
十
一
日
付
「
後
水
尾
天
皇
口
宣
案
」（「
専

修
寺
文
書
」『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
）

（
30
）
八
月
朔
日
付
「
徳
川
秀
忠
御
内
書
」・
十
月
廿
九
日
付

「
徳
川
秀
忠
黒
印
御
内
書
」（「
専
修
寺
文
書
」『
真
宗
史
料
集
成
』

第
四
巻
）

（
31
）
寛
永
十
年
十
月
二
十
八
日
付
「
越
前
専
修
寺
言
上
書
」

（「
法
雲
寺
文
書
」『
県
史
』
資
５
）

（
32
）
寛
永
十
一
年
閏
七
月
二
十
日
「
越
前
専
修
寺
と
の
対

決
覚
書
」（「
専
修
寺
文
書
」『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
）、な
お
、

こ
の
「
対
決
覚
書
」
で
越
前
専
修
寺
方
と
し
て
対
決
し
た

「
空
恵
」
と
は
「
真
教
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
33
）「
勝
鬘
寺
文
書
」（『
県
史
』
資
４
）・（「
専
修
寺
文
書
」『
真

宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
）

（
34
）
慶
安
二
年
九
月
二
十
六
日
付
・
慶
安
五
年
九
月
十
九

日
付
「
専
西
寺
屋
敷
関
係
文
書
」

（
35
）
天
正
十
七
年
十
二
月
二
十
七
日
付
「
専
光
寺
光
如
起

請
文
」（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
』
資
２
）

（
36
）
明
暦
二
年
三
月
十
日
付
「
越
前
西
光
寺
帰
参
起
請
文
」

（「
専
修
寺
文
書
」『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
）

（
37
）
松
原
信
之
所
蔵
。

（
38
）
慶
安
三
年
十
月
「
越
前
円
光
寺
門
徒
出
入
一
件
請
文

類
六
通
」（「
専
修
寺
文
書
」『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
）

（
39
）「
専
修
寺
文
書
」『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻

（
40
）「
西
方
嶺
山
中
百
姓
等
目
安
案
」（「
専
修
寺
文
書
」『
真

宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
）

（
41
）「
越
前
西
方
領
東
派
寺
院
言
上
書
案
」（「
専
修
寺
文
書
」

補
遺
二
四
号
『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
）、
な
お
、「
専
修
寺

文
書
」
の
文
書
名
で
は
「
越
前
真
教
配
下
坊
主
衆
言
上
書

案
」
と
あ
る
が
、「
真
教
配
下
坊
主
衆
」
で
は
な
い
。

（
42
）「
御
用
諸
式
目
」「
卅
六
畠
中
専
修
寺
破
却
事
」（『
県
史
』

資
３
）

（
43
）
寛
文
二
年
十
月
二
十
九
日
付
「
越
前
畠
中
専
修
寺
真

教
訴
状
一
件
」（「
専
修
寺
文
書
」『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
）

（
44
）「
法
雲
寺
古
系
図
」（『
越
廼
村
誌
』
史
料
編
）

（
45
）「
法
雲
寺
文
書
」（『
越
廼
村
誌
』
史
料
編
）

（
46
）「
西
応
寺
文
書
」（『
大
野
市
史
』
社
寺
文
書
編
）

（
47
）『
金
津
町
坪
江
の
郷
土
史
』

（
48
）『
福
井
県
丹
生
郡
誌
』

（
49
）『
諸
国
江
遣
状
之
留
』（
竜
谷
大
学
図
書
館
蔵
）

（
50
）『
清
水
町
史
』
下
巻

（
51
）
加
戸
本
流
院
と
の
相
論
を
契
機
に
寛
文
六
年
東
派
へ

転
派
し
た
と
い
う
（『
川
西
町
史
』）

（
52
）『
大
日
本
近
世
史
料
』
諸
宗
末
寺
帳
上
下

（
53
）「
越
前
国
寺
庵
」（
杉
原
・
松
原
編
『
越
前
若
狭
地
誌
叢
書
』
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五
十
八
巻
一
号

下
巻
）
解
題
参
照
。

（
54
）「
松
平
光
通
逝
去
ニ
付
高
田
宗
諷
経
并
施
物
配
分
覚
」

（『
福
井
市
史
』
資
料
編
９
所
収
「
勝
鬘
寺
文
書
」）

　

第
三
節　

�
真
智
を
擁
立
し
た
越
前
四
か
寺

　

一
．
風
尾
の
勝
鬘
寺
（
風
尾
山
徳
授
院
）

　

風
尾
勝
鬘
寺
は
、『
朝
倉
始
末
記
』
に
よ
れ
ば
、

長
井
の
斎
藤
実
盛
の
弟
実
員
が
越
前
今
立
郡
南
井
村

に
蟄
居
し
、
そ
の
子
実
明
が
発
心
し
て
唯
明
と
称
し

て
風
尾
村
に
勝
鬘
寺
を
建
立
し
た
と
い
う
が
、
当
寺

に
は
正
和
五
年
（
一
三
一
六
）
の
「
尼
某
山
屋
敷
寄

進
状
写
」
が
伝
来
す
る
こ
と
か
ら
、
鎌
倉
末
期
頃
の

創
建
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
史
徴
と
し
て
は
、

十
五
世
紀
後
期
成
立
と
推
定
さ
れ
る
「
坂
本
妙
林
院

番
帳
写（

１
）」

に
「
勝
鬘
寺
」
と
見
え
る
の
が
最
初
の
も

の
で
、
寛
正
六
年
（
一
四
六
五
）
七
月
の
「
比
叡
山

延
暦
寺
三
塔
役
者
達
交
名（

２
）」

に
も
東
塔
雑
掌
に
「
風

尾
勝
鬘
寺
」
が
見
え
る
。
明
応
三
年
（
一
四
九
四
）

に
は
真
慧
秘
蔵
の
「
十
字
名
号（

３
）」

を
勝
鬘
寺
明
真
に

与
え
て
お
り
勝
鬘
寺
を
如
何
に
重
視
し
て
い
た
か
が

知
ら
れ
る
。
越
前
専
修
寺
と
伊
勢
専
修
寺
と
の
対
立

が
起
こ
る
と
、
勝
鬘
寺
は
越
前
専
修
寺
方
の
一
寺
と

し
て
大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
に
「
勝
鬘
寺
明
真（

４
）

」、

天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
二
月
二
十
三
日
付
に
「
勝

鬘
寺
明
栄
請
文（

５
）」
と
あ
り
、永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）、

伊
勢
方
へ
帰
参
せ
し
め
ん
と
し
て
朝
倉
氏
に
訴
訟
を

起
こ
し
た
伊
勢
専
修
寺
に
対
し
て
、
越
前
専
修
寺
方

と
し
て
活
躍
し
た
四
か
寺
の
筆
頭
に
勝
鬘
寺
が
見
え

る
が（

６
）、
勝
鬘
寺
明
秀
等
は
伊
勢
方
帰
参
を
拒
否
し
て

い
る（

７
）。
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
九
月
に
は
勝
鬘
寺

に
織
田
信
長
は
禁
制（

８
）
を
下
付
し
て
こ
れ
を
保
護
し

た
。
同
十
七
年
に
熊
坂
の
越
前
専
修
寺
が
廃
寺
と

な
っ
た
後
、
慶
長
年
間
に
丹
生
郡
畠
中
村
に
越
前
専

修
寺
が
再
興
さ
れ
る
と
再
び
越
前
専
修
寺
末
寺
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
寛
永
十
一
年
に
江
戸
の
寺
社
奉

行
所
に
お
い
て
両
者
の
対
決
に
よ
り
幕
府
の
裁
決
で

越
前
専
修
寺
方
の
敗
訴
に
終
わ
る
と（

９
）、

以
後
、
勝
鬘

寺
は
門
徒
の
殆
ど
失
い
な
が
ら
も
伊
勢
方
に
帰
参
し

て
専
修
寺
屋
敷
地
を
預
け
ら
れ
、
こ
れ
を
管
理
す
る

こ
と
に
な
っ
た（

（（
（

。

　

ニ
．
兵
庫
の
西
光
寺

　

西
光
寺
は
加
賀
国
能
美
郡
仏
原
村
に
一
宇
を
建
立

し
た
智
円
に
始
ま
る
と
伝
え
、
八
世
智
性
の
時
、
長

享
元
年
（
一
四
八
七
）
富
樫
の
乱
で
一
向
一
揆
と
戦

い
敗
北
し
て
高
田
派
寺
院
が
一
掃
さ
れ
た
時
、
西

林
坊
と
名
を
改
め
て
加
賀
か
ら
越
前
国
河
口
庄
兵

庫
郷
に
寺
基
を
移
し
た
と
い
う（

（（
（

。
高
田
専
修
寺
十

世
真
慧
上
人
が
西
林
坊
智
照（

（（
（

に
授
け
て
永
正
七
年

（
一
五
一
〇
）
二
月
廿
八
日
に
真
智
上
人
へ
伝
授
さ
れ

た
と
い
う
「
浄
土
真
宗
三
国
伝
来
系
図
」
が
大
味
法

雲
寺
に
旧
蔵
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
西
林
坊
は
両
上
人

か
ら
も
厚
く
信
頼
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

真
智
は
西
林
坊
の
案
内
で
三
河
国
か
ら
越
前
へ
居
を

転
じ
兵
庫
西
光
寺
に
寄
遇
し
た（

（（
（

の
は
天
文
末
年
頃
と

思
わ
れ
、
こ
の
時
西
林
坊
か
ら
旧
名
に
復
し
た
ら
し

い
。
越
前
専
修
寺
と
伊
勢
専
修
寺
と
の
対
立
の
中
で

大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
八
月
に
真
智
と
の
師
弟
を

約
し
た（

（（
（

越
前
四
か
寺
の
中
に
西
光
寺
真
慶
が
見
え
、

永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
十
月
の
四
か
寺
の
連
署
状（

（（
（

に
も
西
光
寺
智
宣
が
誓
約
し
て
い
る
。
永
禄
元
年
に

真
智
が
坂
井
郡
熊
坂
村
に
越
前
専
修
寺
を
創
建
す
る

と
、
西
光
寺
も
同
六
年
八
月
七
日
に
そ
の
近
傍
の
田

中
村
に
寺
基
を
移
し
た（

（（
（

。

　

天
正
十
三
年
真
智
が
、
翌
十
四
年
に
は
そ
の
子
真

空
が
死
没
し
て
真
智
の
血
脈
が
絶
え
る
と
、
熊
坂
の

越
前
専
修
寺
は
没
落
す
る
が
、
慶
長
年
間
、
真
能
が

丹
生
郡
畠
中
に
越
前
専
修
寺
を
再
興
、
寛
永
十
一
年

閏
七
月
に
江
戸
の
寺
社
奉
行
所
に
け
る
幕
府
の
裁
決

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



31

松
原　

真
宗
高
田
派
寺
院
の
越
前
に
お
け
る
盛
衰

で
再
び
越
前
専
修
寺
の
敗
訴
が
決
定
す
る
と
、
隣
村

の
中
川
村
に
寺
基
を
移
し
て
い
た
西
光
寺
も
明
暦
二

年
（
一
六
五
六
）
伊
勢
方
へ
帰
参
し
た（
（（
（

も
の
の
、
兵

庫
西
光
寺
が
寛
永
五
年
に
運
正
寺
四
代
源
誉
随
流
を

開
祖
と
し
て
三
国
に
浄
土
宗
西
光
寺
を
分
立
さ
せ

る
と
、「
田
中
村
百
姓
共
過
半
走
申
に
付（

（（
（

」
と
あ
る

よ
う
に
、
旧
門
徒
は
浄
土
宗
に
流
れ
て
西
光
寺
は
多

く
の
門
徒
を
失
っ
た
。
兵
庫
西
光
寺
の
地
盤
で
あ
っ

た
上
・
下
兵
庫
村
と
井
向
村
で
も
明
治
五
年
の
調
査

書
で
は
浄
土
宗
の
三
国
西
光
寺
門
徒
が
五
四
軒
を
占

め
、
恐
ら
く
こ
の
時
、
浄
土
宗
へ
転
宗
し
た
門
徒
と

考
え
ら
れ
る
。

　

三
．
大
野
の
専
西
寺

　

貞
治
三
年
（
一
三
六
四
）
成
立
の
「
三
河
念
仏
相

承
日
記
」（

（（
（

に
見
え
る
「
越
前
オ
ホ
ノ
専
光
寺
」
を
起

源
と
し
、
三
門
徒
派
の
中
野
専
照
寺
末
の
友
江
専
光

寺
や
、
本
願
寺
派
の
最
勝
寺
な
ど
を
田
野
に
分
立
さ

せ
た
後
に
専
西
寺
と
改
称
し
た
の
が
、
越
前
専
修
寺

を
擁
立
し
た
大
野
専
西
寺
で
あ
る
。
高
田
専
修
寺
十

世
真
慧
の
後
期
、
十
五
世
紀
後
半
に
成
立
し
た
と
推

定
さ
れ
る
年
月
日
未
詳
の
「
坂
本
妙
林
院
番
帳
写

（
（（
（

」

に
は「
専
西
寺
」と「
北
御
門
専
福
寺
」が
み
え
る
が
、

「
北
御
門
専
福
寺
」
は
後
に
友
兼
村
に
移
転
し
た
「
友

兼
専
福
寺
」
の
こ
と
で
、
専
西
寺
か
ら
分
立
し
た
伊

勢
方
の
一
寺
と
考
え
ら
れ
る
。

　

大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
八
月
に
は
「
専
西
寺
了

誓
」（

（（
（

、
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
九
月
に
「
大
野
中
夾

専
西
寺
」（

（（
（

、
同
年
十
月
に
は
「
専
西
寺
真
誓
」（
（（
（

と
あ

り
、
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
金
森
長
近
が
大
野
城

下
町
を
経
営
す
る
と
、
専
西
寺
は
中
夾
（
中
挟
）
村

か
ら
城
下
の
寺
町
蓮
光
寺
の
北
側
に
寺
基
を
移
転
し

た
。
越
前
専
修
寺
住
持
の
真
智
が
天
正
十
三
年
七
月

に
、
そ
の
跡
を
継
職
し
た
真
空
も
翌
十
四
年
五
月
に

死
没
し
て
真
智
の
血
脈
が
絶
え
る
と
、
こ
れ
ま
で
真

智
を
擁
立
し
て
い
た
越
前
四
か
寺
は
伊
勢
方
に
帰
属

す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
、
専
西
寺
門
徒
惣
代
達
も
天

正
十
三
年
十
二
月（

（（
（

、
同
十
九
年
六
月（
（（
（

の
再
度
に
わ
た

り
伊
勢
方
の
慈
智
院
へ
帰
参
を
約
し
た
が
、
専
西
寺

は
こ
れ
を
強
く
拒
否
し
、
慶
長
年
間
に
越
前
専
修
寺

が
再
興
さ
れ
る
と
、
再
び
そ
の
末
寺
と
な
っ
た
。
寛

永
三
年
（
一
六
二
六
）
九
月
付
大
野
「
寺
町
名
寄
帳

写
」（

（（
（

に
「
屋
敷
弐
反
三
畝
拾
歩　

四
石
六
斗
六
升
七

合　

専
西
寺
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
寛

永
十
一
年
に
江
戸
の
寺
社
奉
行
所
に
お
い
て
両
者
の

対
決
が
行
わ
れ
幕
府
の
裁
決
で
越
前
専
修
寺
の
敗
訴

と
な
り
、
畠
中
に
あ
っ
た
越
前
専
修
寺
屋
敷
も
伊
勢

方
に
没
収
さ
れ
る
と
、
大
野
専
西
寺
屋
敷
も
慶
安
三

年
（
一
六
五
〇
）
以
降
大
野
領
主
松
平
但
馬
守
か
ら

伊
勢
方
へ
渡
さ
れ
た（

（（
（

。
そ
の
後
、
再
度
に
わ
た
り
真

教
・
専
誉
が
「
真
教
高
田
宮
方
法
性
寺
」
と
称
し
て

無
本
寺
と
し
て
独
立
を
図
っ
た
が
、
伊
勢
一
身
田
は

こ
れ
を
黙
認
し
え
ず
、
再
び
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）

江
戸
寺
社
奉
行
へ
提
訴
し
同
年
三
月
落
着
し
た
。
真

教
・
専
誉
は
近
江
国
の
分
部
若
狭
守
嘉
高
へ
遠
流
と

な
り
、
末
寺
は
破
却
さ
れ
、
長
年
に
わ
た
る
伊
勢
・

越
前
の
専
修
寺
本
末
事
件
は
完
全
に
落
着
し
た（

（（
（

。

　

大
野
専
西
寺
が
最
期
ま
で
越
前
専
修
寺
の
末
寺
と

し
て
行
動
を
共
に
し
た
の
は
、
姻
戚
関
係
か
ら
で

あ
っ
た
。
真
能
の
娘
（
真
教
の
妹
）
は
専
西
寺
の
室
、

真
教
の
娘
（
専
誉
の
姉
）
も
専
西
寺
信
慶
の
室
で
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。
真
教
・
専
誉
の
遠
流
後
、
専
西
寺

真
永
は
西
応
寺
と
改
号
し
、
寛
文
十
二
年
に
今
井
村

に
寺
基
を
移
し
て
真
宗
仏
光
寺
派
に
転
派
し
た
。
西

応
寺
と
と
も
に
転
派
し
た
門
徒
は
阿
難
祖
村
二
三

人
・
中
村
七
人
・
中
鋏
村
一
四
人
・
菖
蒲
池
村
一
三
人
・

野
中
村
四
人
・
稲
郷
村
二
二
人
・
五
条
方
村
一
八
人
・

佐
開
村
三
人
・
平
沢
村
四
人
・
今
井
村
二
三
人
・
大

野
町
二
人
計
一
三
三
人
で
あ
っ
て（

（（
（

、
そ
の
殆
ど
が
専
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五
十
八
巻
一
号

西
寺
と
行
動
を
共
に
し
て
き
た
門
徒
達
で
あ
っ
た
。

元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
に
は
西
応
寺
御
堂
の
建
設

に
取
り
掛
か
っ
て
い
る（

（（
（

。

　

四
．
新
郷
の
専
光
寺

　
　

新
郷
の
専
光
寺
は
、
坂
井
郡
春
近
郷
松
木
村
の

真
言
宗
輪
興
寺
願
明
が
浄
土
真
宗
に
改
宗
し
て
随
応

山
専
光
寺
と
改
号
し
「
松
木
の
専
光
寺
」
と
称
し
た

の
に
始
ま
る
と
い
う
。
そ
の
後
、
寺
基
を
河
口
庄
新

郷
に
移
し
「
新
郷
の
専
光
寺
」
と
呼
ば
れ
、
寛
正
六

年
（
一
四
六
五
）
七
月
の
「
比
叡
山
延
暦
寺
三
塔
役

者
達
交
名
」（

（（
（

の
西
塔
雑
掌
に
初
め
て
「
新
郷
専
光
寺
」

が
見
え
る
。
越
前
専
修
寺
と
伊
勢
専
修
寺
と
の
対
立

が
起
こ
り
、
新
郷
専
光
寺
顕
如
は
越
前
専
修
寺
真
智

を
推
戴
す
る
と
、
こ
れ
を
不
服
と
す
る
松
樹
院
定
如

は
専
光
寺
か
ら
分
寺
し
て
、
伊
勢
専
修
寺
側
と
な
り

坪
江
下
郷
の
嵩
村
に
寺
基
を
定
め
た
。
大
永
二
年

（
一
五
二
二
）
三
月
に
「
松
樹
院
恵
如
」（

（（
（

と
あ
る
の
に

対
し
同
年
八
月
に
は
「
専
光
寺
顕
如
」
と
あ
り
、
両

寺
は
完
全
に
分
寺
し
た
が
、
大
永
五
年
に
は
本
願
寺

派
へ
改
派
し
て
加
賀
国
江
沼
郡
塔
尾
に
寺
基
を
移
し

「
新
郷
専
光
寺
」
と
称
し
「
天
文
日
記
」
に
も
「
新

郷
衆
」
と
見
え
る
。
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
溝

口
秀
勝
が
大
聖
寺
城
主
に
な
る
と
、
そ
の
菩
提
寺
と

な
り
城
下
に
移
転
、
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
溝
口

氏
が
越
後
国
新
発
田
に
転
封
す
る
と
随
従
し
た
が
元

和
年
間
に
加
賀
に
戻
り
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
に

山
代
温
泉
（
加
賀
市
）
に
移
っ
た（
（（
（

。
な
お
、
加
賀
専

光
寺
の
三
国
道
場
は
、
明
暦
四
年
（
一
六
五
八
）
三

月
に
祐
賀
へ
東
本
願
寺
よ
り
「
開
山
御
影
」
と
と
も

に
智
敬
寺
と
寺
号
が
免
許
さ
れ
た（

（（
（

。

　

永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
十
月
、
伊
勢
専
修
寺
宛

の
「
越
前
国
末
寺
中
定
書
条
々
」（

（（
（

で
誓
約
し
た
本
流

院
な
ど
六
か
寺
の
末
尾
に
は
「
安
養
院
唯
如
」
が
初

め
て
見
え
る
が
、
当
時
、
越
前
専
修
寺
に
対
し
訴
訟

を
起
こ
し
て
越
前
に
下
向
し
て
い
た
伊
勢
専
修
寺
僧

正
に
帰
参
し
た
専
光
寺
唯
如
が
家
吉
村
に
寺
基
を
移

し
て
専
光
寺
よ
り
分
寺
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

依
然
と
し
て
新
郷
専
光
寺
を
支
え
た
門
徒
達
は
専
光

寺
に
「
年
行
事
」
を
立
て
て
、
専
光
寺
と
と
も
に
越

前
専
修
寺
方
に
残
っ
た（

（（
（

。
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）

に
熊
坂
の
越
前
専
修
寺
が
廃
寺
と
な
る
と
、
同
年

十
二
月
専
光
寺
光
如（

（（
（

も
伊
勢
方
に
帰
参
し（

（（
（

、
や
が

て
廃
寺
と
な
っ
た
専
光
寺
屋
敷
（
旧
三
国
町
角
屋
町
・

西
今
市
町
境
に
あ
り
）
は
伊
勢
専
修
寺
の
有
に
帰
し
、

慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
の
太
閤
検
地
で
も
除
地
と

な
る
が
、
以
後
、
廃
寺
跡
地
は
安
養
院
預
け
と
な
っ

た
。

　

五
．
阿
弥
陀
寺
と
長
福
寺

　

阿
弥
陀
寺
は
大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
六
月
と
同

年
八
月
の
二
度
、
越
前
専
修
寺
方
の
一
寺
と
し
て
勝

鬘
寺
明
真
と
と
も
に
「
阿
弥
陀
寺
真
証
」
が
誓
約
し

て
い
る
か
ら（

（（
（

越
前
に
所
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

以
後
は
寺
名
が
消
え
る
か
ら
廃
寺
と
な
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
の
越
前
専
修
寺

没
落
後
の
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
に
坂
井
郡
上
番

で
専
林
寺
と
し
て
再
興
さ
れ
た
の
が
当
寺
と
考
え
ら

れ
る
が
、
延
享
二
年
（
一
七
四
六
）
西
本
願
寺
派
へ

転
派
し
て
再
び
阿
弥
陀
寺
と
号
し
た（

（（
（

。

　

福
井
市
史
本
『
朝
倉
始
末
記
』
に
よ
れ
ば
、「
遁

万
死
得
一
生
」
の
項
で
天
正
二
年
の
越
前
一
向
一
揆

蜂
起
の
際
、
坂
井
郡
長
畝
郷
内
田
に
所
在
し
た
と
い

う
高
田
派
の
長
福
寺
が
一
揆
に
捕
ら
え
ら
れ
て
一
命

を
失
う
と
こ
ろ
、
謀
計
を
も
っ
て
逃
げ
延
び
て
行
方

知
れ
ず
に
な
っ
た
と
い
う
が
、
長
福
寺
の
存
在
は
現

在
知
ら
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
寛
文
三
年
の
「
越
前

専
修
寺
真
教
訴
訟
落
着
覚
書
」（

（（
（

に
「
御
当
地
に
居
申

候
長
福
寺
・
越
前
大
野
に
居
申
候
仙
西
寺
は
追
放
被
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松
原　

真
宗
高
田
派
寺
院
の
越
前
に
お
け
る
盛
衰

為
成
、
其
寺
地
共
に
一
身
田
へ
相
渡
候
様
に
と
被
為

仰
付
、
干
今
一
身
田
に
支
配
仕
候
」
と
あ
る
が
、「
御

当
地
に
居
申
候
長
福
寺
」
と
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か

は
不
明
で
あ
る
。

注
記

（
１
）	

年
未
詳
「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
２
』

（
２
）	「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
２
』

（
３
）	

明
応
三
年
十
一
月
十
一
日
「
真
慧
筆　

十
字
名
号
裏

書
」（「
専
修
寺
文
書
」『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
）

（
４
）	（
大
永
二
年
）
六
月
十
九
日
付
「「
阿
弥
陀
寺
真
証
・
勝

鬘
寺
明
真
連
署
請
文
」・
同
年
八
月
九
日
付
「
勝
鬘
寺
明

真
等
連
署
請
文
」・
同
年
八
月
九
日
付
「
勝
鬘
寺
明
真
請
文
」

（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
２
』）

（
５
）	「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
２
』

（
６
）	（
永
禄
三
）
九
月
付
「
高
田
専
修
寺
雑
掌
書
状
案
」（「
専

修
寺
文
書
」『
県
史
２
』）

（
７
）	（
永
禄
三
）
十
月
二
十
日
付
「
勝
鬘
寺
明
秀
連
署
書
状
」

（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
２
』）

（
８
）	

天
正
三
年
九
月
付
「
織
田
信
長
禁
制
」（「
勝
鬘
寺
文
書
」

『
県
史
』
資
３
）

（
９
）	

寛
永
十
一
年
閏
七
月
二
十
日
「
越
前
専
修
寺
と
の
対

決
覚
書
」（「
専
修
寺
文
書
」『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
）

（
10
）	「
勝
鬘
寺
文
書
」（『
県
史
』
４
）・「
専
修
寺
文
書
」（『
真

宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
）

（
11
）	

仏
原
山
西
光
寺
由
緒
書
（
西
光
寺
蔵
）

（
12
）	

新
郷
静
治
家
蔵
『
朝
倉
始
末
記
』

（
13
）	『
専
修
寺
史
要
』（
高
田
専
修
寺
編
）

（
14
）	

大
永
二
年
八
月
九
日
付
「
勝
鬘
寺
明
真
等
連
署
請
文
」

（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
２
』）

（
15
）	

前
出
の
注
（
７
）
参
照
。

（
16
）	『
坂
井
郡
誌
』
西
光
寺
の
項

（
17
）	

明
暦
二
年
三
月
十
日
付
「
越
前
西
光
寺
帰
参
起
請
文
」

（「
専
修
寺
文
書
」『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
）

（
18
）	（
明
暦
二
か
）
十
二
月
廿
三
日
付
「
佐
分
利
左
近
専
弘

書
状
」（「
専
修
寺
文
書
」『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
）

（
19
）	「
三
河
念
仏
相
承
日
記
」（「
専
修
寺
文
書
」『
真
宗
史
料
集

成
』
第
一
巻
）

（
20
）	「
専
修
寺
文
書
」（『
県
史
』
資
２
）

（
21
）	

大
永
二
年
八
月
十
七
日
付「
専
西
寺
了
誓
請
文
案
」（「
専

修
寺
文
書
」『
県
史
』
資
２
）

（
22
）	

前
出
の
注
（
６
）
参
照
。

（
23
）	

前
出
の
注
（
７
）
参
照
。

（
24
）	

天
正
十
三
年
十
二
月
十
四
日
付
「
専
西
寺
門
徒
惣
代

等
連
署
請
書
」（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
』
資
２
）

（
25
）	

天
正
十
九
年
六
月
十
四
日
付
「
専
西
寺
門
徒
等
起
請

文
」（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
』
資
２
）

（
26
）	「
大
野
領
寺
社
記
并
雑
記
」（
杉
原
・
松
原
共
編
『
越
前
若

狭
地
誌
叢
書　

下
』）

（
27
）	

慶
安
二
年
九
月
二
十
六
日
付
・
慶
安
五
年
九
月
十
九

日
付
「
専
西
寺
屋
敷
関
係
文
書
」

（
28
）	「
御
用
諸
式
目
」「
卅
六　

畠
中
専
修
寺
破
却
事
」（『
県

史
』
３
）

（
29
）	「
法
雲
寺
古
系
図
」（「
法
雲
寺
文
書
」『
越
廼
村
誌
史
料
編
）

（
30
）	「
隠
居
扶
持
定
ニ
付
連
判
証
文
」（「
西
応
寺
文
書
」『
大

野
市
史
』
社
寺
文
書
編
）

（
31
）	「
御
堂
建
立
ニ
付
檀
家
取
極
証
文
」（「
西
応
寺
文
書
」『
大

野
市
史
』
社
寺
文
書
編
）

（
32
）	

前
出
の
注
（
２
）
参
照
。

（
33
）	（
大
永
二
年
）
三
月
十
三
日
付
「
松
樹
院
恵
如
等
連
署

書
状
」（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
２
』）

（
34
）	

平
凡
社
刊
『
石
川
県
の
地
名
』「
山
代
温
泉
専
光
寺
」

の
項
。

（
35
）	「
申
物
帳
」・「
智
敬
寺
記
録
」。

（
36
）	

永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
十
月
二
十
八
日
付
「
越
前
国

末
寺
中
定
書
条
々
」（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
２
』）

（
37
）	

前
出
の
注
（
７
）
参
照
。

（
38
）	

専
光
寺
光
如
は
「
安
養
院
系
図
」
で
は
安
養
院
唯
如

の
二
代
目
に
な
っ
て
い
る
。

（
39
）	

天
正
十
七
年
十
二
月
二
十
七
日
付
「
専
光
寺
光
如
起

請
文
」（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
２
』）

（
40
）	

前
出
の
注
（
４
）
参
照
。
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若
越
郷
土
研
究　

五
十
八
巻
一
号

（
41
）	『
福
井
県
坂
井
郡
誌
』

（
42
）	
明
暦
二
～
寛
文
三
年
「
越
前
専
修
寺
真
教
訴
訟
落
着

覚
書
」

　

第
四
節　

�
越
前
真
智
方
よ
り
分
寺
し
た
伊
勢
方
寺
院

　

一
．
新
郷
専
光
寺
よ
り
分
寺
し
た
松
樹
院
・
安
養
院

　

坂
井
郡
春
近
郷
松
木
村
の
真
言
宗
輪
興
寺
願
明

が
浄
土
真
宗
に
改
宗
し
て
随
応
山
専
光
寺
と
改
号

し
「
松
木
の
専
光
寺
」
と
称
し
、
そ
の
後
、
寺
基
を

河
口
庄
新
郷
に
移
す
と
「
新
郷
の
専
光
寺
」
と
呼
ば

れ
た（

１
）。
越
前
専
修
寺
と
伊
勢
専
修
寺
と
の
対
立
が
起

こ
り
、
新
郷
専
光
寺
顕
如
が
越
前
専
修
寺
真
智
を

推
戴
す
る
と
、
こ
れ
を
不
服
と
す
る
松
樹
院
定
如

は
、
専
光
寺
か
ら
分
寺
し
て
伊
勢
専
修
寺
側
と
な
り

坪
江
下
郷
の
嵩
村
に
寺
基
を
定
め
た（

２
）。

永
正
十
五

年
（
一
五
一
八
）
に
「
松
樹
院
定
如
」（

３
）、

大
永
二
年

（
一
五
二
二
）
三
月
に
は
「
松
樹
院
恵
如
」（

４
）、

同
五
年

の
専
修
寺
文
書
に
も
「
松
樹
院
恵
如
」（

５
）と

あ
り
、
同

時
に
大
永
二
年
八
月
の
専
修
寺
文
書
に
も
「
専
光
寺

顕
如
」
と
あ
っ
て
両
寺
は
完
全
に
分
寺
し
て
い
た
。

　

永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
十
月
、
伊
勢
専
修
寺
宛

の
「
越
前
国
末
寺
中
定
書
条
々
」

（
６
）

で
誓
約
し
た
本
流

院
な
ど
六
か
寺
の
末
尾
に
は
「
安
養
院
唯
如
」
が
初

め
て
見
え
る
が
、
当
時
、
越
前
専
修
寺
に
対
し
訴
訟

を
起
こ
し
て
越
前
に
下
向
し
て
い
た
伊
勢
専
修
寺
僧

正
に
帰
参
し
た
専
光
寺
唯
如
が
家
吉
村
に
寺
基
を
移

し
て
専
光
寺
よ
り
分
寺
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
安

養
院
系
図
に
「
御
讃
ニ
往
生
安
養
国
ト
有
ル
文
ニ
依

テ
安
養
院
ト
云
院
称
賜
ル
」
と
あ
る
か
ら
、
唯
如
を

安
養
院
の
祖
と
す
る
の
は
こ
の
た
め
で
、
唯
如
は
文

禄
五
年
（
一
五
九
六
）
に
死
去
し
て
い
る（
７
）。

　

新
郷
専
光
寺
を
支
え
た
門
徒
達
は
「
年
行
事
」
を

立
て
て
越
前
専
修
寺
側
に
残
っ
た
が（

８
）、
天
正
十
七
年

（
一
五
八
九
）
に
熊
坂
の
越
前
専
修
寺
が
廃
寺
と
な
る

と
、
専
光
寺
光
如（

９
）は
伊
勢
方
へ
帰
参
し（
（（
（

、
や
が
て
廃

寺
と
な
っ
た
専
光
寺
屋
敷
（
旧
三
国
町
角
屋
町
西
今
市

町
境
に
あ
り
）
は
、
伊
勢
専
修
寺
の
有
に
帰
し
慶
長

三
年
（
一
五
九
八
）
の
太
閤
検
地
で
は
除
地
と
な
る

が
、
同
十
五
年
九
月
に
安
養
院
一
如（

（（
（

、
寛
永
二
年

（
一
六
二
五
）
十
二
月
に
は
安
養
院
光
如（

（（
（

、
慶
安
二
年

（
一
六
四
九
）
三
月
に
安
養
寺
伝
如
に
預
け
ら
れ
た

が（
（（
（

、
慶
安
五
年
、
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
に
は
家

吉
村
・
金
屋
村
・
牛
山
村
三
か
村
の
庄
屋
預
か
り
と

な
っ
て
い
る（

（（
（

。

　

ニ
．�

専
西
寺
よ
り
分
寺
し
た
友
兼
村
専
福
寺
・
御

給
村
専
福
寺

　

伊
勢
方
の
一
寺
と
し
て
専
西
寺
よ
り
分
寺
し
た
専

福
寺
は
、
十
五
世
紀
後
半
に
成
立
し
た
と
推
定
さ

れ
る
年
月
日
未
詳
の
「
坂
本
妙
林
院
番
帳
写（

（（
（

」
に

は
「
北
御
門
専
福
寺
」
が
み
え
る
が
、
永
禄
十
二
年

（
一
五
六
九
）
の
「
宝
慶
寺
寺
領
目
録（
（（
（

」
に
「
友
包
専

福
寺
」
と
あ
る
か
ら
、後
に
友
兼
村
に
移
転
し
て
「
友

兼
専
福
寺
」
と
称
し
た
。
永
正
十
五
年
（
一
五
一
八
）

に
「
専
福
寺
真
勝（
（（
（

」、
大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
三
月

に
も
「
専
福
寺
真
勝（

（（
（

」
と
あ
る
が
、
こ
の
専
福
寺
は

住
職
名
か
ら
考
え
て
北
庄
仙
福
寺
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。
同
五
年
の
専
修
寺
文
書
に「
大
野
専
福
寺
顕
誓
」

「
同
民
部
卿
顕
心（

（（
（

」
と
あ
る
の
が
友
兼
村
専
福
寺
で

あ
ろ
う
。

　

越
前
専
修
寺
住
持
の
真
智
・
真
空
が
死
没
し
た
天

正
十
四
年
五
月
以
後
、
真
智
を
擁
立
し
て
い
た
越
前

四
か
寺
は
伊
勢
方
に
帰
属
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た

が
、
専
西
寺
は
こ
れ
を
拒
否
、
し
か
し
、
専
西
寺
門

徒
惣
代
達
は
天
正
十
三
年
十
二
月（

（（
（

、
同
十
九
年
六
月（

（（
（

の
再
度
に
わ
た
り
伊
勢
方
の
慈
智
院
へ
帰
参
を
約
し

て
い
る
が
、
恐
ら
く
専
西
寺
を
離
れ
た
門
徒
達
の
多

く
は
友
兼
村
専
福
寺
へ
帰
参
し
た
も
の
と
思
わ
れ
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松
原　

真
宗
高
田
派
寺
院
の
越
前
に
お
け
る
盛
衰

る
。
し
か
し
、
慶
長
年
間
に
越
前
専
修
寺
が
再
興
さ

れ
る
と
、
友
兼
専
福
寺
も
一
旦
越
前
専
修
寺
へ
帰
参

し
た
ら
し
く
、
寛
永
十
年
十
月
、
西
光
寺
・
専
福
寺

の
両
寺
は
松
平
忠
昌
に
対
し
越
前
専
修
寺
の
正
統
性

を
逐
一
言
上
し
主
張
し
て
い
る（

（（
（

。
し
か
し
、
翌
十
一

年
閏
七
月
に
江
戸
の
寺
社
奉
行
所
に
お
い
て
両
者

の
対
決
が
行
わ
れ
幕
府
の
裁
決
は
越
前
専
修
寺
の
敗

訴
に
終
わ
る
と（

（（
（

、
越
前
に
お
け
る
畠
中
専
修
寺
の
末

寺
は
す
べ
て
伊
勢
方
へ
帰
参
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ

た
。
と
こ
ろ
が
、
専
福
寺
の
門
徒
の
一
部
は
こ
れ
を

強
く
拒
否
し
、
寛
永
二
十
年
六
月
、
友
兼
専
福
寺
の

嫡
子
刑
部
卿
（
顕
貞
）
を
擁
立
し
て
二
十
七
人
が
血

判
起
請
文（

（（
（

を
交
わ
し
て
本
願
寺
東
派
へ
転
派
し
て
御

給
村
に
専
福
寺
を
分
寺
し
た
が
、
そ
の
後
、
専
福
寺

は
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
の
百
か
寺
騒
動
で
西
派

へ
転
派
し
た
。

注
記

（
１
）	「
松
樹
院
系
図
」（
松
樹
院
文
書
）

（
２
）	「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
２
』

（
３
）	

永
正
十
五
年
七
月
二
十
三
日
付
「
高
田
専
修
寺
越
前

国
末
寺
連
署
法
度
」（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
２
』）

（
４
）	（
大
永
二
年
）
三
月
十
三
日
付
「
松
樹
院
恵
如
等
連
署

書
状
」（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
２
』）

（
５
）	

大
永
五
年
五
月
二
十
六
日
付
「
松
樹
院
恵
如
等
連
署

請
文
」（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
２
』）

（
６
）	

永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
十
月
二
十
八
日
付
「
越
前
国

末
寺
中
定
書
条
々
」（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
２
』）

（
７
）	「
安
養
院
系
図
」
安
養
院
蔵

（
８
）	（
永
禄
三
）
十
月
二
十
日
付
「
勝
鬘
寺
明
秀
連
署
書
状
」

（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
２
』）

（
９
）	

専
光
寺
光
如
は
、「
安
養
院
系
図
」
で
は
安
養
院
唯
如

の
二
代
目
に
な
っ
て
い
る
。

（
10
）	

天
正
十
七
年
十
二
月
二
十
七
日
付
「
専
光
寺
光
如
起

請
文
」（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
２
』）

（
11
）	

慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
九
月
四
日
付
「
松
木
専
光

寺
屋
敷
預
り
状
」（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
２
』）

（
12
）	
寛
永
二
年
十
二
月
二
十
二
日
付
「
松
木
専
光
寺
屋
敷

預
り
状
」（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
２
』）

（
13
）	

慶
安
二
年
三
月
九
日
付
「
松
木
専
光
寺
屋
敷
預
り
状
」

（「
専
修
寺
文
書
」『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
）

（
14
）	

慶
安
五
年
九
月
十
九
日
「
専
西
寺
・
専
光
寺
屋
敷
預

り
一
件
」・
承
応
二
年
十
月
十
九
日
付
「
専
光
寺
屋
敷
預

り
状
」（「
専
修
寺
文
書
」『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
）

（
15
）	「
専
修
寺
文
書
」（『
県
史
』
資
２
）

（
16
）	

永
禄
十
二
年
六
月
十
六
日
付「
宝
慶
寺
寺
領
目
録
」（「
宝

慶
寺
文
書
」『
県
史
』
資
７
）

（
17
）	

前
出
の
注
（
３
）
参
照
。

（
18
）	

前
出
の
注
（
４
）
参
照
。

（
19
）	

前
出
の
注
（
５
）
参
照
。

（
20
）	

天
正
十
三
年
十
二
月
十
四
日
付
「
専
西
寺
門
徒
惣
代

等
連
署
請
書
」（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
』
資
２
）

（
21
）	

天
正
十
九
年
六
月
十
四
日
付
「
専
西
寺
門
徒
等
起
請

文
」（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
』
資
２
）

（
22
）	

寛
永
十
年
十
月
二
十
八
日
付
「
越
前
専
修
寺
言
上
書
」

（「
専
修
寺
文
書
」『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
）

（
23
）	

寛
永
十
一
年
閏
七
月
二
十
日
「
越
前
専
修
寺
と
の
対

決
覚
書
」（「
専
修
寺
文
書
」『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
）

（
24
）	

寛
永
二
十
年
六
月
廿
七
日
付
「
血
判
起
請
文
」（
御
給

専
福
寺
文
書
『
大
野
市
史
』
社
寺
文
書
編
）

　

第
五
節　

�

越
前
に
お
け
る
伊
勢
方
の
高
田
派
寺
院

　

一
．
加
戸
円
福
寺
と
小
和
田
本
流
院

　

加
戸
円
福
寺
は
三
国
湊
に
あ
っ
た
律
宗
の
僧
、
秦

氏
慈
道
が
真
宗
に
帰
依
し
て
慶
良
と
改
名
し
た
と
伝

え
、
後
に
加
戸
へ
寺
基
を
移
す
と
、
高
田
派
布
教
の

聖
蹟
拠
点
と
も
な
っ
た
。
十
五
世
紀
後
期
成
立
と
推

定
さ
れ
る
「
坂
本
妙
林
院
番
帳
写
」（

１
）に

「
円
福
寺
」

が
見
え
、
永
正
十
五
年
（
一
五
一
八
）
七
月
二
十
三

日
付
「
高
田
専
修
寺
越
前
国
末
寺
連
署
法
度
」（

２
）に

も
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五
十
八
巻
一
号

「
円
福
寺
真
円
」
と
見
え
る
の
が
円
福
寺
の
唯
一
の

史
徴
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
無
住
と
な
っ
た
た
め
、
小

幡
村
（
福
井
市
川
西
地
区
）
か
ら
小
和
田
本
流
院
真
孝

が
円
福
寺
に
入
寺
し
て
本
流
院
と
改
称
し
た
が
、
真

孝
は
高
田
専
修
寺
十
世
真
慧
の
甥
と
云
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
以
後
「
連
枝
格
寺
院
」
と
し
て
越
前
に
お
け

る
伊
勢
方
布
教
の
根
本
道
場
と
な
っ
た
。

　

永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
十
月
二
十
八
日
付
「
越

前
国
末
寺
中
定
書
条
々
」

（
３
）

に
は
本
流
院
真
孝
を
筆
頭

に
六
か
寺
の
有
力
寺
院
が
連
署
し
て
い
て
円
福
寺
は

見
え
な
い
か
ら
、
本
流
院
真
孝
が
円
福
寺
へ
入
寺
し

た
の
は
天
文
頃
で
あ
ろ
う
か
。
但
し
「
勝
林
寺
由
緒

委
細
書
」（

４
）に

は
、
本
流
院
真
孝
の
遷
座
は
永
禄
十
年

七
月
と
す
る
。『
朝
倉
始
末
記
』
に
よ
れ
ば
真
孝
の

内
室
は
朝
倉
義
景
の
母
光
徳
院
・
堀
江
景
忠
と
と
も

に
若
狭
武
田
氏
の
娘
で
三
姉
妹
で
あ
っ
た
。
慶
安
三

年
（
一
六
五
〇
）
の
「
越
前
円
光
寺
門
徒
出
入
一
件

請
文
」（

５
）に

は
七
か
寺
の
連
署
状
の
筆
頭
に
「
本
流
院

応
仙
」
が
連
署
し
て
い
る
。

　

ニ
．
小
幡
勝
林
寺
と
加
戸
常
楽
寺

　

小
幡
村
（
福
井
市
川
西
地
区
）
の
小
和
田
本
流
院

真
孝
が
永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
七
月
に
円
福
寺
へ

遷
座
し
た
後（

６
）、
跡
地
に
は
真
孝
の
弟
、
真
養
が
住
持

し
て
小
和
田
山
勝
林
寺
を
建
置
し
、
旧
本
流
院
の
門

徒
を
支
配
し
た
。
な
お
、「
青
岸
寺
老
僧
坐
御
免
之

儀
」
に
就
い
て
の
年
未
詳
四
月
二
日
付
「
勝
林
寺
如

空
書
状
」
が
伝
来
す
る
が（

７
）、「
如
空
」
は
「
歴
代
系

譜
書
」（

８
）に
は
見
え
な
い
。

　

高
田
専
修
寺
十
世
真
慧
の
晩
年
、
十
五
世
紀
後
期

成
立
と
推
定
さ
れ
る
「
坂
本
妙
林
院
番
帳
写
」（

９
）
に

「
加
戸
西
坊
」
と
あ
る
の
は
、
坂
井
郡
加
戸
に
寺
基

を
定
め
た
常
楽
寺
の
こ
と
で
、
加
戸
円
福
寺
の
西
側

に
位
置
し
た
た
め
の
通
称
で
あ
ろ
う
。『
朝
倉
始
末

記
』
に
は
常
楽
寺
を
智
円
の
開
基
と
す
る
が
、
こ
れ

よ
り
も
古
く
十
五
世
紀
後
期
以
前
に
は
成
立
し
て
い

た
。
恐
ら
く
高
田
専
修
寺
十
世
真
慧
の
布
教
に
よ
り

転
宗
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
常
楽
寺
は
伊
勢
専
修
寺

方
と
し
て
永
正
十
五
年
（
一
五
一
八
）
七
月（

（（
（

、
大
永

二
年
（
一
五
二
二
）
三
月（

（（
（

、
同
五
年
五
月（

（（
（

の
各
専
修

寺
文
書
に
も
「
常
楽
寺
真
願
」
と
あ
り
、
永
禄
四
年

（
一
五
六
一
）
十
月
、
伊
勢
専
修
寺
宛
の
「
越
前
国
末

寺
中
定
書
条
々
」（

（（
（

で
誓
約
し
た
本
流
院
な
ど
六
か
寺

の
有
力
寺
院
中
に
は
「
常
楽
寺
智
円
」
が
見
え
る
。

　

三
．
折
立
称
名
寺
・
正
行
寺

　

折
立
称
名
寺
の
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
開
基
を
鎌
倉

末
期
の
佐
々
木
三
郎
盛
綱
（
法
善
坊
光
実
）
と
伝
え
、

建
長
元
年
（
一
二
四
九
）
高
田
専
修
寺
三
世
顕
智
に

帰
依
し
て
改
宗
し
、
坂
北
郡
木
部
庄
、
次
い
で
吉
田

郡
岡
保
庄
西
谷
を
経
て
折
立
に
一
宇
を
建
立
し
た
と

云
う
。
佐
々
木
盛
綱
は
鎌
倉
初
期
の
武
将
で
、
親
鸞

と
は
二
十
二
歳
年
長
で
法
名
も
西
念
と
称
し
て
、
史

実
的
に
は
親
鸞
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
千
葉
乗
隆
著

の
「
信
濃
真
宗
寺
院
成
立
の
系
譜
」（

（（
（

に
よ
る
と
、佐
々

木
盛
綱
と
関
連
す
る
寺
伝
を
持
つ
信
州
の
塩
崎
の
康

楽
寺
・
松
本
正
行
寺
の
寺
祖
法
善
坊
は
、
親
鸞
の
直

弟
で
常
陸
（
茨
城
県
）
北
郡
の
住
人
の
法
善
門
下
が

康
楽
寺
や
正
行
寺
な
ど
の
寺
院
形
成
に
関
係
が
あ
る

と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
法
善
と
佐
々
木
盛
綱
の

伝
承
と
が
結
び
付
き
な
が
ら
、
東
海
、
北
陸
へ
と
伝

播
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
越
前
に
お

け
る
高
田
系
の
寺
院
の
北
庄
専
福
寺
や
本
願
寺
派

の
橋
立
真
宗
寺
な
ど
が
佐
々
木
盛
綱
（
法
善
坊
光
実
）

を
開
祖
と
す
る
の
は
こ
の
た
め
で
、
越
前
を
始
め
加

賀
・
越
中
・
三
河
・
信
濃
の
広
範
囲
に
わ
た
る
。
な

お
、
永
享
十
二
年
（
一
四
四
〇
）
の
「
越
前
国
小
山

荘
田
数
諸
済
等
帳
案
」（

（（
（

に
「
紙
山
保
折
立
郷
」
の
中
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真
宗
高
田
派
寺
院
の
越
前
に
お
け
る
盛
衰

に
見
え
る
「
太
子
堂
」
こ
そ
当
寺
と
関
係
が
あ
り
そ

う
で
あ
る
。

　

文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
の
本
願
寺
八
世
蓮
如
の

吉
崎
を
中
心
と
す
る
北
陸
一
帯
の
教
化
に
対
抗
し

て
、
下
野
高
田
専
修
寺
十
世
真
慧
も
本
格
的
に
越
前

布
教
に
乗
り
出
し
越
前
各
所
に
高
田
派
寺
院
を
確
保

し
た
が（

（（
（

、
こ
の
時
布
教
に
来
越
し
た
真
慧
の
「
折
立

北
坊
称
名
寺
御
房
」
宛
書
状
が
当
寺
に
伝
来
す
る（

（（
（

。

真
慧
時
代
の
後
期
に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月

日
未
詳
の
「
坂
本
妙
林
院
番
帳
写
」（

（（
（

に
は
「
折
立
北

坊
称
名
寺
」
の
他
「
折
立
南
坊
」
が
見
え
、
永
正

十
五
年
（
一
五
一
八
）
に
「
北
称
名
寺
恵
慶
」・「
南

称
名
寺
顕
祐
」（

（（
（

、大
永
二
年（
一
五
二
二
）三
月
に
も「
北

称
名
寺
恵
慶
」・「
南
称
名
寺
顕
祐
」（

（（
（

、
大
永
五
年
六

月
に「
称
名
寺
恵
慶
」（

（（
（

、永
禄
四
年（
一
五
六
一
）十
月
、

伊
勢
専
修
寺
宛
の
「
越
前
国
末
寺
中
定
書
条
々
」（

（（
（

で

誓
約
し
た
本
流
院
な
ど
六
か
寺
の
中
に
「
折
立
称
名

寺
」
が
見
え
る
。

　

高
田
派
寺
院
が
加
賀
に
お
け
る
本
願
寺
派
の
一
向

一
揆
へ
対
抗
し
て
い
る
中
で
、
高
田
派
の
称
名
寺
・

聖
徳
寺
ら
三
か
寺
の
門
徒
に
転
派
し
た
芦
見
谷
の
皿

谷
村
以
下
七
か
村
の
本
願
寺
門
徒
が
織
田
信
長
の
武

将
の
大
野
郡
の
領
主
金
森
長
近
か
ら
安
堵
さ
れ（

（（
（

、
折

立
村
称
名
寺
か
ら
分
寺
し
た
本
願
寺
派
の
橋
立
真
宗

寺
も
高
田
派
に
改
派
し
た
こ
と
で
柴
田
勝
家
か
ら
安

堵
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

室
町
末
期
に
南
称
名
寺
が
坂
井
郡
黒
目
村
へ
寺
基

を
移
し
た
後
、
そ
の
跡
地
に
は
折
立
称
名
寺
の
与
力

と
し
て
の
下
寺
正
林
坊
を
置
い
た
が
、
延
宝
二
年

（
一
六
七
四
）
に
寺
号
を
得
て
正
林
坊
は
正
行
寺
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
廃

寺
と
な
り（

（（
（

、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
西
河
原
村
に

真
宗
大
谷
派
の
願
重
坊（

（（
（

を
再
興
す
る
と
、
正
行
寺
は

黒
目
称
名
寺
の
掛
所
と
し
て
再
興
さ
れ
る
が
、
明
治

二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
水
害
の
た
め
西
天
田
へ
移
っ

た（
（（
（

。

　

四
．
黒
目
称
名
寺

　

折
立
称
名
寺
よ
り
分
寺
し
た
寺
で
、
高
田
専
修
寺

十
世
の
真
慧
時
代
後
期
に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る

年
月
日
未
詳
の
「
坂
本
妙
林
院
番
帳
写
」（

（（
（

に
は
「
折

立
北
坊
称
名
寺
」
と
「
折
立
南
坊
」
が
見
え
て
、
す

で
に
両
寺
に
分
か
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
永

正
十
五
年
（
一
五
一
八
）
に
「
北
称
名
寺
恵
慶
」
に

対
し
て
「
南
称
名
寺
顕
祐
」（

（（
（

、大
永
二
年
（
一
五
二
二
）

三
月
に
も
「
南
称
名
寺
顕
祐
」（

（（
（

が
見
え
る
。
こ
の
南

称
名
寺
も
室
町
末
年
頃
に
は
坂
井
郡
米
納
津
村
へ
、

次
い
で
黒
目
村
（
旧
三
国
町
）
の
海
岸
寄
り
に
寺
基

を
移
し
た
が
、
風
砂
の
害
の
た
め
近
世
初
期
に
現
在

地
に
移
転
し
て
「
黒
目
称
名
寺
」
と
称
し
た
。
天

正
三
年
（
一
五
七
五
）
八
月
、
織
田
信
長
の
一
向
一

揆
平
定
の
た
め
の
侵
攻
に
よ
り
敗
北
し
た
一
揆
の
総

大
将
の
下
間
筑
後
法
橋
頼
照
は
加
賀
へ
逃
れ
よ
う
と

し
て
下
野
村
の
称
名
寺
門
徒
に
討
ち
取
ら
れ
、
こ
の

時
の
柴
田
勝
家
・
同
勝
定
の
感
状
が
当
寺
に
伝
来
す

る（
（（
（

。
寺
内
に
は
宝
幢
寺
・
瑞
光
寺
の
二
寺
家
が
あ
っ

た
。

　

五
．
聖
徳
寺

　

聖
徳
寺
は
相
模
国
の
土
屋
義
清
（
法
名
西
妙
）
の

創
建
で
、
そ
の
子
義
種
は
専
修
寺
三
世
顕
智
が
加
戸

円
福
道
場
に
滞
在
し
た
際
に
帰
依
し
、
当
初
は
村

国
（
旧
武
生
市
）、
後
に
下
池
田
松
ケ
谷
移
り
、
さ
ら

に
現
地
の
河
内
（
旧
美
山
町
）
に
移
っ
た
と
伝
え
る
。

聖
徳
寺
蔵
の
聖
徳
太
子
立
像
の
頭
部
内
か
ら
発
見

さ
れ
た
墨
付
け
に
「
嘉
暦
四
年
（
一
三
二
九
）
三
月

十
三
日
、
願
主
西
妙
に
よ
り
高
塔
大
仏
師
に
よ
り
造

立
」
と
あ
り（

（（
（

、
願
主
西
妙
が
当
寺
の
開
基
で
あ
る
こ

と
は
確
実
で
あ
る
。
真
慧
時
代
の
後
期
に
成
立
し
た

と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
未
詳
の
「
坂
本
妙
林
院
番
帳
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五
十
八
巻
一
号

写（
（（
（

」に「
聖
徳
寺
」が
見
え
、永
正
十
五
年（
一
五
一
八
）

に
「
聖
徳
寺
真
専（
（（
（

」、
大
永
五
年
六
月
に
「
聖
徳
寺

真
西（

（（
（

」、
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
十
月
、
伊
勢
専
修

寺
宛
の
「
越
前
国
末
寺
中
定
書
条

（々
（（
（

」
で
誓
約
し
た

本
流
院
な
ど
六
か
寺
の
中
に
「
聖
徳
寺
教
西
」
が
見

え
、
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
に
は
「
聖
徳
寺
真
空
」

が
見
え
る（

（（
（

。
寺
家
に
光
照
寺
が
あ
る
。

　

六
．
仙
福
寺

　

仙
福
寺
は
佐
々
木
高
綱
の
子
、
壬
生
丸
（
顕
恵
と

号
す
が
、『
朝
倉
始
末
記
』
で
は
高
範
と
記
す
）
が
建
長

元
年
（
一
二
四
九
）
高
田
専
修
寺
三
世
顕
智
に
帰
依

し
て
改
宗
し
た
と
す
る
が
、
寺
伝
な
ど
が
折
立
称
名

寺
と
一
致
す
る
か
ら
、
恐
ら
く
折
立
称
名
寺
の
北
庄

布
教
の
拠
点
と
し
て
分
寺
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
分

寺
創
建
の
時
期
は
北
庄
石
場
が
町
場
化
し
た
十
五
世

紀
中
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

　

永
正
十
五
年
（
一
五
一
八
）
に
「
専
福
寺
真
勝
」（

（（
（

、

大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
三
月
に
も
「
専
福
寺
真

勝
」（

（（
（

、
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
十
月
、
伊
勢
専
修
寺

宛
の
「
越
前
国
末
寺
中
定
書
条
々
」（

（（
（

で
誓
約
し
た
本

流
院
な
ど
六
か
寺
の
中
に
「
北
庄
専
福
寺
真
慶
」
が

見
え
る
。『
朝
倉
始
末
記
』
に
よ
れ
ば
、
天
正
二
年

（
一
五
七
四
）
正
月
二
十
八
日
、
本
覚
寺
ら
一
向
一
揆

が
仙
福
寺
を
攻
撃
し
た
際
、
住
職
慧
玄
は
末
子
蔵
人

を
人
質
と
し
て
一
揆
と
和
談
し
た
が
、
信
長
へ
密
か

に
使
者
を
送
っ
て
一
揆
に
は
加
わ
ら
な
か
っ
た
と
い

う
。
法
雲
寺
に
伝
来
す
る
「
く
ま
坂
・
北
庄
立
屋

（
仙
福
寺
）・
し
ん
か
う
松
木
」
な
ど
の
「
寺
屋
敷
書

付
」（

（（
（

の
「
弐
反
余
北
庄
立
屋
」
は
越
前
畠
中
専
修
寺

に
寄
進
さ
れ
た
仙
福
寺
の
除
地
で
あ
ろ
う
。
慶
安
三

年
（
一
六
五
〇
）
の
「
御
開
山
様
預
り
状
」（
（（
（

に
は
「
石

場
仙
福
寺
真
海
」
が
見
え
、
伊
勢
専
修
寺
に
所
属
し

た
。

　

七
．
法
光
寺

　

箕
手
山
法
光
寺
は
浄
土
宗
西
山
派
の
三
橋
山
法
興

寺
よ
り
分
寺
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
浄
土
宗
法
興
寺

は
田
治
島
村
（
福
井
市
）
の
「
三
橋
」
地
籍
に
あ
っ

た
と
さ
れ
、
法
光
寺
は
田
治
島
村
に
北
隣
す
る
岩
倉

村
の
「
箕
手
」
に
あ
っ
た
と
さ
れ
両
地
籍
は
隣
接
す

る
。岩
倉
も
田
治
島
も
中
世
の
田
治
庄
内
だ
か
ら「
箕

手
」
も
「
三
橋
」
も
同
一
地
籍
で
あ
り
、
両
寺
と
も

寺
名
の
音
が
同
じ
だ
か
ら
、
法
光
寺
は
浄
土
宗
門
下

の
法
興
寺
よ
り
分
寺
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
真
慧

時
代
に
伊
勢
専
修
寺
派
に
帰
属
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。

　

浄
土
宗
法
興
寺
は
、
文
永
八
年
（
一
二
七
一
）
寂

の
浄
土
宗
西
山
派
の
浄
音
法
興
が
越
前
府
中
に
お
い

て
最
初
に
浄
土
宗
布
教
を
行
っ
た
僧
と
さ
れ（

（（
（

、
こ
の

法
興
を
開
祖
と
す
る
法
興
寺
は
、
特
に
朝
倉
時
代
に

繁
栄
し
、
中
興
の
祖
と
い
わ
れ
る
正
孝
（
融
国
）
は

朝
倉
孝
景
（
宗
淳
）
と
も
親
交
が
厚
く
、
医
術
に
優

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
寺
の
一
室
を
養
生
所
と
し
て

家
臣
の
病
気
治
療
に
当
た
り（

（（
（

、
朝
倉
氏
滅
亡
後
の
天

正
三
年
（
一
五
七
五
）
に
北
庄
（
福
井
市
）
に
寺
基
を

移
し
た
。

　

真
慧
時
代
の
後
期
に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る

年
月
日
未
詳
の
「
坂
本
妙
林
院
番
帳
写
」（

（（
（

に
「
法

光
寺
」
が
初
め
て
見
え
、
永
正
十
五
年
（
一
五
一
八
）

に
「
宝
光
寺
唯
真
」（

（（
（

、
大
永
五
年
六
月
に
も
「
宝
光

寺
唯
真
」（

（（
（

と
見
え
る
が
、
天
文
六
年
（
一
五
三
七
）

五
月
、
応
真
の
跡
を
継
職
し
た
尭
慧
が
永
禄
三
年

（
一
五
六
〇
）
二
月
に
権
僧
都
に
任
官
し
、
六
月
、
幕

府
よ
り
高
田
専
修
寺
住
持
職
并
諸
末
寺
の
安
堵
を
保

証
さ
れ
る
と
、
こ
れ
を
契
機
に
尭
慧
み
ず
か
ら
越
前

に
入
国
し
て
真
智
方
の
越
前
専
修
寺
末
寺
を
伊
勢
専

修
寺
末
寺
に
帰
参
せ
し
め
ん
こ
と
を
朝
倉
氏
へ
提
訴

し
た
。
こ
の
提
訴
に
伊
勢
方
の
雑
掌
と
し
て
越
前
で
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真
宗
高
田
派
寺
院
の
越
前
に
お
け
る
盛
衰

活
躍
し
た
の
が
箕
手
法
光
寺
で
あ
っ
た（

（（
（

。
承
応
三
年

（
一
六
五
四
）
の
「
寺
号
衣
座
入
御
免
請
状
」（

（（
（

に
は

「
法
光
寺
秀
如
」
が
見
え
る
。
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）

岩
倉
村
か
ら
栃
泉
村
赤
坂
に
移
転
し
、
赤
坂
法
光
寺

と
呼
ば
れ
た
。

注
記

（
１
）	

年
未
詳
「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
２
』

（
２
）	

永
正
十
五
年
七
月
二
十
三
日
付
「
高
田
専
修
寺
越
前

国
末
寺
連
署
法
度
」（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
２
』）

（
３
）	「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
２
』

（
４
）	

福
井
市
小
幡
町
勝
林
寺
蔵

（
５
）	

慶
安
三
年
十
月
十
四
日
付
「
越
前
円
光
寺
門
徒
出
入

一
件
請
文
」（「
専
修
寺
文
書
」『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
）

（
６
）	

文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
四
月
付
「
勝
林
寺
由
緒
委

細
書
」（
福
井
市
小
幡
町
勝
林
寺
蔵
）

（
７
）	

年
未
詳
四
月
二
日
付
「
勝
林
寺
如
空
書
状
」（「
専
修
寺

文
書
」『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
）

（
８
）	

福
井
市
小
幡
町
勝
林
寺
蔵

（
９
）	

年
未
詳
「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
２
』

（
10
）	

前
出
の
注
（
２
）

（
11
）	（
大
永
二
年
）
三
月
十
三
日
付
「
松
樹
院
恵
如
等
連
署

書
状
」（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
２
』）

（
12
）	

大
永
五
年
五
月
二
十
六
日
付
「
松
樹
院
恵
如
等
連
署

請
文
」（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
２
』）

（
13
）	

永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
十
月
二
十
八
日
付
「
越
前
国

末
寺
中
定
書
条
々
」（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
２
』）

（
14
）	「
天
理
図
書
館
所
蔵
文
書
」（『
県
史
』
資
２
）

（
15
）	『
真
宗
史
の
研
究
』（
宮
崎
博
士
還
暦
記
念
会
刊
）

（
16
）	「
称
名
寺
文
書
」（『
県
史
』
７
）

（
17
）	「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
２
』

（
18
）	

前
出
の
注
（
２
）

（
19
）	

前
出
の
注
（
11
）

（
20
）	

大
永
五
年
六
月
七
日
付
「
聖
徳
寺
真
西
等
連
署
請
文
」

（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
２
』）

（
21
）	

前
出
の
注
（
13
）

（
22
）	「
称
名
寺
文
書
」（『
県
史
』
７
）

（
23
）	『
大
野
郡
誌
』

（
24
）	「
申
物
帳
」（
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
）
に
よ
れ
ば
、
足
羽

郡
福
居
本
瑞
寺
の
役
僧
の
願
重
寺
順
正
に
寛
文
十
三
年

（
一
六
七
三
）
三
月
二
十
六
日
に
木
仏
が
下
付
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
廃
寺
と
な
っ
た
願
重
寺
の
寺
号
は
西
河
原
村
へ
移

転
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
25
）	『
足
羽
郡
誌
』
後
編

（
26
）	

前
出
の
注
（
１
）

（
27
）	

前
出
の
注
（
２
）

（
28
）	

前
出
の
注
（
11
）

（
29
）	「
称
名
寺
文
書
」（『
県
史
』
資
４
）

（
30
）	『
県
史
』
資
14

（
31
）	

前
出
の
注
（
１
）

（
32
）	

前
出
の
注
（
２
）

（
33
）	

前
出
の
注
（
20
）

（
34
）	

前
出
の
注
（
13
）

（
35
）	

元
和
五
年
十
月
十
六
日
付「
聖
徳
寺
真
空
起
請
文
」（「
専

修
寺
文
書
」『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
）

（
36
）	

前
出
の
注
（
２
）

（
37
）	

前
出
の
注
（
11
）

（
38
）	

前
出
の
注
（
13
）

（
39
）	「
法
雲
寺
文
書
」
51
号
・
52
号
『
越
廼
村
誌
』
史
料
編

（
40
）	

慶
安
三
年
閏
十
月
二
十
八
日
付
「
御
開
山
様
預
り
状
」

（「
専
修
寺
文
書
」『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
）

（
41
）	『
日
本
仏
教
史
』
第
二
巻
）・『
福
井
県
史
』
第
一
冊

（
42
）	「
養
性
室
記
」（
幻
雲
文
集
）

（
43
）	「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
２
』

（
44
）	

前
出
の
注
（
２
）『
県
史
２
』

（
45
）	

前
出
の
注
（
20
）

（
46
）	「
高
田
専
修
寺
雑
掌
書
状
案
」（「
専
修
寺
文
書
」『
県
史
』

資
２
）

（
47
）	

承
応
三
年
八
月
十
三
日
付
「
寺
号
衣
座
入
御
免
請
状
」

（「
専
修
寺
文
書
」『
真
宗
史
料
集
成
』）

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）




